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ジ
ン
メ
ル
の
学
問
的
活
動
期
は
、
人
文
社
会
科
学
に
お
い
て
各
種
の
方
法
論
争
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
二
世
時
代
と
重
な
る

が
、
ジ
ン
メ
ル
の
理
論
的
展
開
を
こ
う
し
た
種
々
の
方
法
論
争
と
の
関
連
で
考
察
・
評
価
す
る
試
み
は
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
。
本
稿
で
は
、

こ
の
欠
落
を
埋
め
る
系
統
的
な
作
業
の
た
め
の
予
備
考
察
を
試
み
る
。
す
な
わ
ち
、
い
く
つ
か
の
論
争
点
に
関
す
る
メ
ン
ガ
ー
、
シ
ュ
モ
ラ

ー
、
テ
ン
ニ
ー
ス
、
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
、
リ
ッ
カ
ー
ト
、
ゾ
ン
バ
ル
ト
の
理
論
的
態
度
を
確
認
し
、
ジ
ン
メ
ル
の
ス
タ
ン
ス
を
こ
れ
ら
の

態
度
と
比
較
し
、
論
争
史
に
お
け
る
ジ
ン
メ
ル
の
隠
れ
た
、
し
か
し
特
異
で
重
要
な
貢
献
お
よ
び
論
争
か
ら
受
け
た
間
接
・
直
接
の
刺
激
・

影
響
を
指
摘
し
た
い
。
本
稿
（
上
）
で
は
、
メ
ン
ガ
ー
・
シ
ュ
モ
ラ
ー
間
の
経
済
学
方
法
論
争
、
デ
ィ
ル
タ
イ
に
始
ま
る
自
然
科
学
―
精
神

（
文
化
）
科
学
の
関
係
を
め
ぐ
る
方
法
論
争
を
取
り
あ
げ
三
節
に
分
け
て
検
討
す
る
。
本
稿
続
編
（
下
）
で
は
、「
⒋
ジ
ン
メ
ル
と
精
神
（
文

化
）
科
学
論
争
（
続
）
、
⒌
世
紀
転
換
期
の
価
値
判
断
論
争
、
⒍
ジ
ン
メ
ル
と
価
値
判
断
論
争
」
に
つ
い
て
論
じ
る
。 
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は
じ
め
に 

  
ジ
ン
メ
ル
（
一
八
五
八
〜
一
九
一
八
年
）
の
学
問
的
活
動
期
は
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
二

世
時
代
（
一
八
七
〇
〜
一
九
一
八
年
）
と
見
事
に
重
な
る
。
こ
の
時
期
は
人
文
社
会

科
学
に
お
い
て
各
種
の
方
法
論
争
が
激
し
く
繰
り
広
げ
ら
れ
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て

い
る
が
、
ジ
ン
メ
ル
が
こ
う
し
た
一
連
の
論
争
に
公
然
と
関
与
し
重
要
な
役
割
を
果

た
し
た
と
か
、
あ
る
い
は
こ
れ
ら
の
論
争
か
ら
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
受
け
た
な
ど
と

は
、
当
時
で
も
現
在
で
も
考
え
ら
れ
て
は
い
な
い
。
と
は
い
え
、
当
時
の
学
問
的
展

開
の
な
か
に
は
、
公
然
と
論
争
に
関
与
し
て
は
い
な
く
と
も
、
間
接
的
な
形
で
一
定

の
関
心
・
反
応
を
示
し
、
自
説
の
展
開
が
論
争
の
主
要
な
争
点
に
対
す
る
実
質
的
な

、
、
、
、

解
答
や
方
向
づ
け
や
問
題
提
起

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
と
な
っ
て
い
る
場
合
も
少
な
く
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
さ
に
ジ
ン
メ
ル
の
理
論
的
営
為
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。
本
稿
は
、
経
済
学
方
法
論

争
と
精
神
（
文
化
）
科
学
‐
自
然
科
学
の
区
分
論
争
に
関
わ
る
若
干
の
論
点
に
つ
い

て
粗
描
を
試
み
る
こ
と
で
、
ジ
ン
メ
ル
と
人
文
社
会
科
学
方
法
論
争
に
関
す
る
詳
細

で
系
統
的
な
思
想
史
的
・
理
論
史
的
考
察
を
行
う
た
め
の
予
備
作
業
を
提
供
し
た
い
。

手
順
と
し
て
は
、
い
く
つ
か
の
主
要
争
点
に
対
す
る
メ
ン
ガ
ー
、
シ
ュ
モ
ラ
ー
、
テ

ン
ニ
ー
ス
、
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
、
リ
ッ
カ
ー
ト
、
ゾ
ン
バ
ル
ト
の
態
度
を
確
認
し
る

た
う
え
で
、
ジ
ン
メ
ル
の
見
地
を
こ
れ
ら
と
対
比
し
な
が
ら
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

（
１
）

 

  
 
１
．
経
済
学
方
法
論
争
―
―
理
論
学
派
と
歴
史
学
派 

  
ま
ず
経
済
学
方
法
論
争
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
。こ
の
論
争
は
、一
八
八
三
年
、

メ
ン
ガ
ー
が
『
社
会
科
学
、
特
に
政
治
経
済
学
の
方
法
に
関
す
る
研
究
』（
以
下
『
方

法
研
究
』）
を
上
梓
し
、
シ
ュ
モ
ラ
ー
が
同
書
を
書
評
で
酷
評
し
た
こ
と
に
端
を
発
す

る
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
『
方
法
研
究
』
そ
れ
自
体
が
す
で
に

、
、
、
、
、
、
、
、
、
―
―
理

論
（
抽
象
）
学
派
の
枠
組
み
の
な
か
に
歴
史
学
派
の
観
点
を
統
合
す
る
と
い
う
形
で

は
あ
る
が
―
―
両
派
の
観
点
の
一
種
の
〈
総
合
〉
の
試
み

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
な
の
で
あ
る
。
と
い
う
の

も
、
二
人
の
論
争
は
実
際
に
は
同
年
に
始
ま
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
十
年
ほ
ど
前
に

遡
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
メ
ン
ガ
ー
が
七
一
年
に
刊
行
し
た
『
経
済
学
原
理
』

に
対
し
て
、
シ
ュ
モ
ラ
ー
が
七
三
年
の
書
評
で
す
で
に
手
厳
し
く
批
判
し
て
い
た
の

で
あ
る
（
八
木
2004: 102-）。『
方
法
研
究
』
は
こ
の
批
判
に
対
す
る
メ
ン
ガ
ー
の

反
論
で
あ
る
と
同
時
に
、
彼
が
こ
の
批
判
を
き
っ
か
け
に
取
組
ん
だ
新
古
典
派
経
済

学
体
系
の
方
法
論
的
な
再
構
築
の
成
果
を
提
示
し
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
と
い
う
こ

と
は
、
八
三
年
の
シ
ュ
モ
ラ
ー
の
書
評
は
、
メ
ン
ガ
ー
に
よ
る
〈
理
論
学
派
と
歴
史

学
派
の
総
合
案
〉
を
シ
ュ
モ
ラ
ー
が
峻
拒
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
シ
ュ
モ
ラ
ー
に

し
て
み
れ
ば
、ポ
ス
ト
古
典
派
経
済
学
の
時
代
状
況
に
あ
っ
て
、歴
史
学
派
こ
そ
「
い

か
な
る
現
実
性
も
欠
い
た
若
干
の
抽
象
的
な
規
則
観
念
に
代
わ
る
、
現
実
の
科
学
的

な
把
握
へ
の
回
帰
」（
Schm
oller, 1883: 983）
で
あ
り
、
唯
一
正
当
な
経
済
学
な

の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
理
論
学
派
は
、
現
実
離
れ
し
た
抽
象
的
理
論
た
る
古
典

派
の
単
な
る
二
番
煎
じ
で
あ
り
、
ま
た
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
学
派
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る

代
弁
者
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
両
派
の
総
合
な
ど
論
外
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
 

 
さ
て
、
メ
ン
ガ
ー
の
経
済
学
方
法
論
の
核
心
は
、
政
治
経
済
学
を
Ⓐ
理
論
的
国
民

経
済
学
、
Ⓑ
歴
史
的
国
民
経
済
学
（
経
済
史
と
経
済
統
計
）、
Ⓒ
実
践
的
科
学
＝
技
術
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学
（
国
民
経
済
政
策
と
財
政
学
）
の
三
分
野
に
、
さ
ら
に
Ⓐ
理
論
経
済
学
を
⒜
精
密

的
方
向
と
⒝
経
験
的
・
現
実
主
義
的
方
向
と
の
二
つ
の
下
位
分
野
に
峻
別
す
る
こ
と

に
あ
る
。
こ
の
区
分
は
、
社
会
認
識
・
理
解
に
は
一
般
的
・
理
論
的
な
方
式
と
個
性

的
・
歴
史
的
な
方
式
の
二
種
類
が
存
在
す
る
こ
と
を
根
拠
に
(M
enger, 1969: 1, 

12-, 32-, 253-)、
理
論
学
派
と
歴
史
学
派
の
主
要
関
心
に
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す
る
理

論
経
済
学
と
歴
史
経
済
学
に
は
、
互
い
に
代
替
で
き
な
い
固
有
の
課
題
・
目
標
・
方

法
が
あ
る
と
い
う
メ
ン
ガ
ー
の
明
確
な
認
識
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
、

精
密
理
論
も
含
め
い
か
な
る
社
会
・
経
済
理
論
も
、
限
り
な
く
複
雑
な
社
会
・
経
済

事
象
が
も
つ
特
殊
な
一
面
の
認
識
写
像
に
す
ぎ
な
い
以
上
、
個
々
の
理
論
は
お
よ
そ

一
面
性
と
局
限
性
を
免
れ
う
る
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
れ
ら
の
相
互
補
完
、
そ
の
総

体
に
お
い
て
は
現
実
の
全
般
的
な
認
識
・
理
解
を
も
た
ら
す
可
能
性
を
有
し
て
い
る

と
い
う
、
メ
ン
ガ
ー
の
確
信
(ibid.44, 47, 52, 64-,79)を
表
し
て
い
る
。
要
す
る

に
、
こ
の
区
分
に
よ
り
メ
ン
ガ
ー
は
次
の
よ
う
な
効
果
を
狙
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
⑴
こ
う
し
た
明
確
な
区
分
意
識
が
欠
如
し
、
様
々
な
課
題
・
方
法
を
混

同
し
て
い
た
古
典
派
経
済
学
の
水
準
を
超
え
る
(ibid.: 124)。
⑵
唯
一
正
当
な
経
済

学
と
僭
称
す
る
歴
史
学
派
経
済
学
の
中
軸
的
な
研
究
領
域
を
Ⓑ
歴
史
的
経
済
学
お
よ

び
⒝
理
論
経
済
学
の
経
験
的
方
向
と
い
う
形
で
正
当
な
研
究
分
野
と
し
て
是
認
す
る

一
方
、
そ
の
歴
史
的
観
点
の
有
効
性
を
こ
の
分
野
の
範
囲
内
に
封
じ
込
め
る
。
⑶
理

論
的
・
精
密
的
な
経
済
学
を
独
自
の
、
し
か
も
至
高
目
的
の
地
位
を
も
つ
研
究
分
野

と
し
て
確
保
す
る
。
そ
こ
に
は
同
時
に
、
Ⓑ
歴
史
的
国
民
経
済
学
と
⒝
経
験
的
・
現

実
主
義
的
方
向
を
自
己
の
理
論
の
な
か
に
そ
の
不
可
欠
の
構
成
部
分
と
し
て
組
み
込

む
こ
と
で
、
歴
史
学
派
か
ら
の
「
抽
象
」
理
論
に
対
す
る
主
要
な
批
判
点
―
―
経
済

分
析
が
非
・
超
歴
史
的
な
性
格
を
帯
び
て
い
る
点
、
経
済
過
程
を
他
の
社
会
過
程
お

よ
び
社
会
全
体
か
ら
孤
立
化
さ
せ
て
い
る
点
―
―
を
無
効
化
す
る
狙
い
も
あ
る
。
他

方
、
理
論
学
派
と
歴
史
学
派
の
総
合
の
た
め
に
は
、
歴
史
学
派
が
、
経
済
学
の
研
究

分
野
を
明
確
に
区
分
し
そ
の
固
有
の
課
題
・
方
法
・
規
準
を
互
い
に
混
同
し
な
い
こ

と
、
歴
史
的
・
経
験
的
な
研
究
分
野
に
の
み
妥
当
す
る
課
題
・
方
法
・
規
準
を
精
密

的
な
研
究
分
野
に
も
適
用
し
て
こ
の
分
野
の
正
当
性
と
有
効
性
を
否
認
す
る
態
度
を

根
本
的
に
変
更
す
る
こ
と
、
こ
の
こ
と
を
メ
ン
ガ
ー
は
要
求
す
る
の
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
歴
史
学
派
に
対
し
て
、
ま
さ
に
経
済
学
そ
の
も
の
に
対
す
る
方
法
論
的
な
メ
タ

意
識
、
自
己
反
省
を
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

 
注
意
す
べ
き
は
、
メ
ン
ガ
ー
の
唱
え
る
Ⓐ
⒜
の
精
密
理
論
は
事
実
上
、
現
代
の
市

場
経
済
に
関
す
る
体
系
的
分
析
を
内
実
と
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
意

味
で
、
彼
が
構
想
す
る
経
済
学
が
原
則
的
に
、
現
代
経
済
の
体
系
的
分
析
と
経
済
の

歴
史
的
発
展
の
分
析
と
の
統
一
を
志
向
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
、
後

述
す
る
よ
う
に
、
こ
の
現
代
経
済
の
体
系
的
分
析
が
歴
史
的
制
約
を
超
越
し
た
普
遍

妥
当
性
の
要
求
と
結
び
つ
い
て
い
る
た
め
、
精
密
理
論
と
歴
史
的
・
経
験
的
理
論
と

の
間
に
は
単
な
る
併
存
関
係
、
一
切
の
媒
介
性
・
相
互
性
を
欠
い
た
ま
っ
た
く
の
二

元
性
し
か
存
在
し
な
い
こ
と
が
重
大
な
欠
損
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
メ

ン
ガ
ー
の
『
方
法
研
究
』
に
お
い
て
は
、
理
論
学
派
と
歴
史
学
派
の
そ
れ
ぞ
れ
の
正

当
性
と
有
効
性
を
同
じ
よ
う
に
容
認
し
て
相
互
不
干
渉
の
原
則
を
確
認
す
る
だ
け
の

二
元
論
に
終
わ
っ
て
い
て
、
両
派
の
内
的
で
本
質
的
な
統
一
・
総
合
に
は
至
っ
て
い

な
い
と
言
え
る
。
 

 
と
こ
ろ
で
、
理
論
学
派
と
歴
史
学
派
の
対
立
問
題
は
、
ド
イ
ツ
世
紀
転
換
期
の
人
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文
社
会
科
学
系
の
研
究
者
に
よ
っ
て
深
刻
に
受
け
と
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
さ
い
注

意
す
べ
き
点
は
、
第
一
に
、
両
派
の
対
立
は
、
メ
ン
ガ
ー
・
シ
ュ
モ
ラ
ー
論
争
に
よ

っ
て
公
然
化
し
、
こ
の
論
争
に
よ
っ
て
さ
ら
に
激
し
さ
を
増
し
た
と
は
い
え
、
―
―

こ
の
後
す
ぐ
に
取
り
上
げ
る
テ
ン
ニ
ー
ス
と
デ
ィ
ル
タ
イ
の
例
が
明
白
に
示
す
よ
う

に
―
―
こ
の
論
争
と
は
直
接
的
に
は
無
関
係
な
形
で
す
で
に
深
刻
か
つ
広
範
囲
に
わ

た
っ
て
進
行
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。第
二
に
、メ
ン
ガ
ー
・
シ
ュ
モ
ラ
ー
論
争
が
、

両
派
の
方
法
が
排
他
的
で
は
な
く
相
補
的
で
あ
る
こ
と
を
認
め
れ
ば
容
易
に
収
拾
す

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
派
の
方
法
の
正
当
性
を
―
―
感
情
的
・
個
人
的
な
非
難
も

交
え
て
―
―
一
方
的
に
主
張
し
合
う
こ
と
で
不
毛
に
終
わ
っ
た
と
い
う
類
の
解
説
が

判
を
押
し
た
よ
う
に
繰
り
返
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
皮
相
な
見
方
で
あ
る
。
こ
の
対
立

が
、
安
易
な
宥
和
や
総
合
を
拒
む
重
大
な
認
識
論
的
・
方
法
論
的
な
亀
裂
―
―
さ
ら

に
は
そ
の
背
景
に
潜
む
社
会
観
・
学
問
観
の
対
立
、
学
問
・
大
学
の
政
策
・
制
度
に

関
す
る
様
々
な
勢
力
の
配
置
図
や
力
関
係
な
ど
の
問
題
―
―
を
内
部
に
は
ら
む
こ
と

や
、
そ
の
こ
と
に
対
し
て
当
時
の
知
識
人
が
深
刻
な
問
題
意
識
を
抱
い
て
い
た
こ
と

を
看
過
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
メ
ン
ガ
ー
・
シ
ュ
モ
ラ
ー
間
の
経
済
学
方
法
論
争

と
は
、
こ
う
し
た
一
般
的
な
集
合
意
識
の
対
立
と
学
問
政
治
の
抗
争
関
係
の
集
約
・

象
徴
で
あ
り
、
か
つ
そ
れ
を
公
然
化
し
激
化
さ
せ
る
出
来
事
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た

の
だ
。
 

 
テ
ン
ニ
ー
ス
も
そ
う
し
た
深
刻
な
問
題
意
識
を
共
有
す
る
典
型
的
な
学
者
の
ひ
と

り
で
あ
っ
た
(Bickel, 1988: 91-; M
erz-Benz, 1995: 47-, 179-)。
す
で
に
一
八

七
九
年
一
〇
月
付
Ｆ
・
パ
ウ
ル
ゼ
ン
宛
書
簡
に
書
き
記
さ
れ
た
、「
わ
た
し
た
ち
は
ロ

マ
ン
主
義
[＝
歴
史
主
義
]と
合
理
主
義
を
結
合
し
て
高
次
の
総
合
に
至
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
す
」
と
い
う
一
文
が
そ
の
証
左
と
さ
れ
て
い
る
(M
erz-Benz, 1995: 

48)。
主
著
の
『
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
と
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
』
初
版
（
一
八
八
七
年
）

に
お
い
て
も
、「
十
九
世
紀
の
あ
ら
ゆ
る
社
会
科
学
と
文
化
科
学
に
お
け
る
、
合
理
主

義
的
見
解
に
対
す
る
歴
史
主
義
的
見
解
の
対
立
」（
Tönnies, 1887: X
V）
へ
の
態

度
が
同
書
の
要
点
だ
と
テ
ン
ニ
ー
ス
は
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
「
社
会
学
序
説
」（
一
八

八
九
年
）
で
も
、「
わ
た
し
の
理
論
は
外
面
的
に
は
、
相
対
立
す
る
有
機
体
的
理
論
と

機
械
的
理
論
、
歴
史
主
義
的
理
論
と
合
理
主
義
的
理
論
の
結
合
で
あ
る
」（
Tönnies, 

1991: 806）
と
明
言
し
て
い
る
。
で
は
い
っ
た
い
、
テ
ン
ニ
ー
ス
は
ど
の
よ
う
に

両
理
論
を
結
合
・
統
一
し
た
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
そ
の
試
み
は
本
来
的

な
結
合
・
統
一
に
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
 

 
テ
ン
ニ
ー
ス
は
周
知
の
と
お
り
、
意
志
の
二
つ
の
基
本
形
態
、
本
質
意
志
と
選
択

意
志
に
基
づ
い
て
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
と
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
と
の
二
つ
の
社
会
形
態

を
区
別
し
、
前
者
が
後
者
に
移
行
す
る
と
い
う
歴
史
発
展
の
二
段
階
論
を
唱
え
る
。

そ
し
て
こ
の
二
つ
の
社
会
形
態
＝
発
展
段
階
の
特
徴
の
対
比
、
お
よ
び
歴
史
的
発

展
・
転
換
の
考
察
の
結
果
と
し
て
現
代
社
会
の
本
質
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
。
そ
の

さ
い
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
の
理
解
に
は
、
合
理
主
義
的
理
論
に
基
づ
く
近
代
社
会
把
握

の
方
法
と
内
容
が
基
本
的
に
そ
の
ま
ま
有
効
で
あ
る
が
、
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
の
理

解
に
は
、
こ
の
合
理
主
義
的
理
論
は
そ
の
理
性
主
義
・
契
約
論
・
機
械
論
な
ど
の
た

め
に
不
適
格
で
あ
り
、
主
情
主
義
・
慣
習
（
自
然
成
長
）
論
・
有
機
体
論
を
内
包
す

る
歴
史
主
義
的
理
論
が
有
効
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
テ
ン
ニ
ー
ス
の
い
う
両

理
論
の
結
合
・
統
一
と
は
、
合
理
主
義
的
な
社
会
理
論
か
ら
超
歴
史
的
な
社
会
理
論

一
般
と
し
て
の
普
遍
的
妥
当
性
要
求
を
剥
奪
し
て
そ
の
妥
当
域
を
近
代
の
社
会
形
態
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に
限
定
し
、
近
代
に
先
行
す
る
歴
史
的
な
社
会
形
態
の
認
識
に
は
そ
れ
と
は
対
照
的

な
歴
史
主
義
的
理
論
に
よ
っ
て
補
完
す
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
見
方
を

か
え
れ
ば
、
合
理
主
義
的
理
論
の
既
成
の
認
識
内
容
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
近
代
の
ゲ
ゼ

ル
シ
ャ
フ
ト
的
な
社
会
形
態
の
本
質
規
定
と
し
、
ま
た
歴
史
主
義
的
な
方
法
に
基
づ

く
歴
史
理
論
の
既
成
の
認
識
内
容
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
的
な
社
会

形
態
の
本
質
規
定
と
し
た
に
す
ぎ
な
い
（
M
erz-Benz, 1995: 44）。
つ
ま
り
両
理

論
を
、
二
つ
の
異
質
な
社
会
形
態
の
把
握
に
そ
れ
ぞ
れ
固
有
に
妥
当
す
る
独
自
の
認

識
方
法
と
見
な
す
と
い
う
こ
と
、
あ
る
い
は
両
理
論
の
歴
史
的
な
妥
当
域
を
画
定
す

る
こ
と
に
尽
き
る
の
で
あ
る
。
二
つ
の
社
会
形
態
が
〈
歴
史
的
発
展
の
二
段
階
〉
と

し
て
接
続
さ
れ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
有
効
な
両
理
論
が
そ
の
概、

念
形
成
・
認
識
方
法
そ
の
も
の
の

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
次
元
で
内
的
に
相
互
媒
介
さ
れ
て
本
質
的
な
統
一

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

を
形
成

、
、
、
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
 

 
理
論
学
派
と
歴
史
学
派
の
総
合
と
い
う
問
題
を
考
え
る
と
き
に
、
次
の
よ
う
な
論

点
が
大
切
で
あ
る
。
そ
れ
は
す
な
わ
ち
、
十
九
世
紀
後
半
に
刷
新
さ
れ
た
、
あ
る
い

は
刷
新
が
試
み
ら
れ
た
、
そ
の
意
味
で
は
単
に
近
代
的
と
い
う
だ
け
で
な
く
優
れ
て

現
代
的
な
思
想
・
理
論
同
士
の
調
停
な
り
総
合
な
り
が
課
題
に
な
っ
て
い
る
か
否
か

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
視
点
を
転
換
す
れ
ば
、
こ
の
総
合
こ
そ
が
十
八
世
紀
型
の
理

論
を
克
服
し
、
現
代
的
課
題
を
踏
ま
え
た
理
論
革
命
を
成
功
さ
せ
る
必
須
要
件
の
ひ

と
つ
と
な
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
関
係
で
い
え
ば
、
新
古
典
派
経
済
学
の
創
始

者
の
一
人
で
あ
る
メ
ン
ガ
ー
は
現
代
化
し
た
形

、
、
、
、
、
、
で
の
抽
象
理
論
を
立
て
、
そ
の
枠
組

み
の
な
か
で
歴
史
学
派
を
〝
手
懐
け
〞
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
テ
ン
ニ
ー
ス
は
、

刷
新
さ
れ
現
代
化
さ
れ
た
十
九
世
紀
型
の
対
抗
思
想
・
理
論
同
士
で
は
な
く
、
近
代

的
で
は
あ
っ
て
も
現
代
的
と
は
言
え
な
い
十
八
世
紀
型
の
思
想
・
理
論
同
士
の
〈
総

合
〉
を
試
み
た
の
で
あ
る
。
 

 
次
に
、
Ｗ
・
デ
ィ
ル
タ
イ
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
彼
の
『
精
神
科
学
概
説
』
は

奇
し
く
も
、
メ
ン
ガ
ー
・
シ
ュ
モ
ラ
ー
論
争
が
再
燃
し
た
一
八
八
三
年
と
同
年
に
出

版
さ
れ
た
が
、
彼
は
や
は
り
同
書
を
精
神
科
学
の
哲
学
的
基
礎
づ
け
に
よ
る
―
―
後

述
す
る
よ
う
に
、
自
然
科
学
に
対
す
る
精
神
科
学
の
独
自
性
の
確
保
の
試
み
と
し
て

だ
け
で
な
く
―
―
「
歴
史
学
派
と
抽
象
的
理
論
と
を
調
停
す
る
試
み
」（
D
ilthey, 

1990: X
VII）
と
も
了
解
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
で
は
、
デ
ィ
ル
タ
イ
が
抽
象
（
理

論
）
学
派
と
歴
史
学
派
の
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
点
を
ど
の
よ
う
に
考
え
、
両
派
の
調
停

の
た
め
の
要
件
を
ど
の
点
に
見
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。「
抽
象
化
認
識
が
こ
う
し
た

諸
科
学
の
他
の
諸
目
的
の
独
自
性
を
自
己
の
う
ち
に
解
消
し
て
し
ま
う
こ
と
は
許
さ

れ
な
い
が
、
歴
史
的
…
…
認
識
の
方
も
…
…
こ
の
抽
象
化
認
識
な
し
に
済
ま
せ
る
わ

け
に
は
い
か
な
い
の
で
あ
る
。
歴
史
学
派
と
理
論
学
派
と
の
争
い
が
生
じ
た
の
は
、

抽
象
学
派
が
前
者
の
誤
り
を
犯
し
、
歴
史
学
派
が
後
者
の
誤
り
を
犯
し
た
こ
と
に
よ

る
」（
ibid.: 27）。「
生
け
る
全
体
へ
の
抽
象
的
な
部
分
内
容
の
関
係
を
看
過
し
、
結

局
は
こ
う
し
た
抽
象
物
を
実
在
物
と
し
て
扱
う
こ
と
が
、
抽
象
学
派
の
根
本
的
な
誤

り
で
あ
っ
た
。
こ
れ
と
相
補
的
な
、
し
か
し
こ
れ
に
劣
ら
ず
致
命
的
な
歴
史
学
派
の

誤
り
は
…
…
抽
象
の
世
界
か
ら
逃
避
し
た
こ
と
で
あ
る
」（
ibid.: 49）。
す
な
わ
ち
、

デ
ィ
ル
タ
イ
に
よ
れ
ば
、
抽
象
学
派
の
第
一
の
誤
謬
は
、
自
然
科
学
的
な
課
題
と
方

法
を
あ
ら
ゆ
る
研
究
分
野
に
無
差
別
的
に
適
用
し
よ
う
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し

て
第
二
の
誤
謬
は
「
抽
象
物
を
実
在
物
と
し
て
扱
う
こ
と
」（
同
右
）、
抽
象
物
の
〈
実

体
化
〉
で
あ
る
。
精
神
科
学
の
理
論
的
抽
象
と
は
、
歴
史
的
・
社
会
的
現
実
の
あ
る

53



跡見学園女子大学文学部紀要 第 53 号 2018 

領
域
、
あ
る
関
係
・
過
程
を
、
そ
の
全
体
連
関
な
ら
び
に
他
の
諸
領
域
、
他
の
諸
関

係
・
諸
過
程
か
ら
理
論
的
に
遊
離
し
、
そ
の
歴
史
的
発
展
・
変
化
の
過
程
か
ら
観
念

的
に
切
断
す
る
こ
と
で
、
ひ
と
つ
の
相
対
的
に
自
立
・
完
結
し
た
理
論
シ
ス
テ
ム
を

(再
)構
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
実
体
化
す
る
と
は
、
こ
の
理
論
が
抽
出
し
た

現
実
部
分
と
現
実
総
体
な
ら
び
に
他
の
諸
領
域
と
の
関
係
、
さ
ら
に
他
の
諸
領
域
を

抽
出
し
た
諸
理
論
と
の
関
係
、
つ
ま
り
該
当
理
論
を
支
え
て
い
る
関
係
の
前
提
を
等

閑
視
し
、
抽
出
・
再
構
成
の
産
物
を
そ
れ
自
体
で
無
制
約
的
―
―
そ
し
て
超
歴
史
的

―
―
に
成
立
す
る
自
己
完
結
の
シ
ス
テ
ム
と
錯
認
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
ま
た
、「
…
…
抽
象
理
論
は
歴
史
的
・
社
会
的
現
実
の
な
か
で
ネ
ッ
ト
化
さ
れ

て
い
る
諸
シ
ス
テ
ム
を
バ
ラ
バ
ラ
に
し
て
し
ま
う
」（
ibid.: 57）
こ
と
で
も
あ
る
。

そ
し
て
「
…
…
バ
ラ
バ
ラ
に
切
り
離
さ
れ
た
精
神
の
個
別
諸
科
学
は
死
せ
る
抽
象

、
、
、
、
、
に

陥
ら
ざ
る
を
え
な
い
」（
ibid.: 113
傍
点
池
田
、
以
下
と
く
に
断
ら
な
い
限
り
原
著

者
）
の
で
あ
れ
ば
、
抽
象
理
論
は
ま
さ
に
死
せ
る
抽
象
体
系
に
他
な
ら
な
い
。
 

  し
た
が
っ
て
、
デ
ィ
ル
タ
イ
の
考
え
で
は
、
抽
象
理
論
が
生
け
る
認
識
体
系
と
な

る
た
め
に
は
、
次
の
要
件
が
不
可
欠
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
理
論
が
関
わ
る
、

歴
史
的
・
社
会
的
現
実
の
全
体
と
他
の
諸
領
域
、
さ
ら
に
他
の
諸
理
論
と
の
関
係
を

不
断
に
対
自
化
し
、
自
己
の
対
象
域
と
自
己
の
体
系
そ
れ
自
体
と
が
歴
史
的
・
社
会

的
総
体
の
一
契
機
で
あ
る
こ
と
を
つ
ね
に
反
省
す
る
観
点
、
つ
ま
り
自
己
の
認
識
論

的
前
提
へ
の
批
判
的
省
察
を
自
己
の
体
系
の
内
に
組
み
込
む
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は

す
な
わ
ち
、
自
己
の
理
論
体
系
を
歴
史
学
派
の
中
軸
的
観
点
に
よ
っ
て
補
完
す
る
こ

と
に
他
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
場
合
に
認
識
主
体
に
求
め
ら
れ
る
能
力
は
、
精

神
科
学
で
本
来
的
に
は
た
ら
く
、「
人
間
全
体
」
と
し
て
の
把
握
力
、
単
な
る
知
性
で

は
な
く
「
人
格
の
生
」
と
し
て
の
認
識
力
（
ibid.: 38）
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
デ
ィ

ル
タ
イ
に
と
っ
て
、抽
象
学
派
と
歴
史
学
派
の
総
合
に
は
、理
論
内
容
だ
け
で
な
く
、

そ
の
認
識
論
的
前
提
へ
の
態
度
、
さ
ら
に
は
認
識
主
体
の
様
態
に
至
る
根
本
的
な
変

革
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
他
方
、
デ
ィ
ル
タ
イ
の
み
る
と
こ
ろ
、
歴
史
学
派
の
誤
り

は
逆
に
、「
概
念
と
命
題
の
形
に
お
い
て
明
確
で
有
用
な
歴
史
的
・
社
会
的
現
実
の
認

識
を
獲
得
で
き
な
か
っ
た
」（
ibid.: 57）
こ
と
、
シ
ュ
モ
ラ
ー
『
国
民
経
済
学
要
綱
』

（
一
九
〇
二
年
）
へ
の
書
評
の
表
現
を
用
い
れ
ば
、「
体
系
的
認
識
へ
の
懐
疑
」
で
あ

り
、
そ
れ
は
ま
た
「
個
々
の
経
済
状
態
の
内
部
に
存
在
す
る
諸
関
係
か
ら
、
あ
ら
ゆ

る
経
済
状
態
に
共
通
す
る
経
済
生
活
の
規
則
性
を
表
す
諸
関
係
に
ま
で
遡
る
」

（
D
ilthey, 1988: 256）
と
い
う
経
済
学
本
来
の
課
題
の
回
避
を
意
味
し
て
い
る
。

問
題
は
し
か
し
、
デ
ィ
ル
タ
イ
の
経
済
学
批
判
が
こ
の
よ
う
な
一
般
的
な
抽
象
次
元

で
は
有
効
だ
と
し
て
も
、
両
派
の
総
合
に
つ
な
が
る
よ
う
な
経
済
理
論
体
系
の
構
想

へ
の
具
体
的
な
ヒ
ン
ト
を
提
示
で
き
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
 

  で
は
、
リ
ッ
カ
ー
ト
の
場
合
は
ど
う
か
。
リ
ッ
カ
ー
ト
は
経
済
学
方
法
論
争
に
つ

い
て
ほ
と
ん
ど
触
れ
な
い
が
、『
文
化
科
学
と
自
然
科
学
』
の
四
・
五
版
（
一
九
二
一

年
）
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
み
ら
れ
る
。「
論
理
的
観
点
か
ら
み
れ
ば
、
経
済
生
活
の

一
般
化
に
よ
る
叙
述
は
、
個
性
化
に
よ
る
叙
述
と
同
様
に
正
当
で
あ
る
。
国
民
経
済

学
は
ひ
た
す
ら

、
、
、
、
一
般
化
の
方
法
を
用
い
る
こ
と
し
か
、
、
許
さ
れ
な
い
と
い
う
意
見
の
み

が
、
拒
絶
さ
れ
る
べ
き
な
の
だ
。
そ
れ
は
、
個
別
研
究
の
様
々
な

、
、
、
〈
方
向
〉
を
受
け

容
れ
る
余
地
を
も
た
な
い
拙
劣
な
方
法
論
だ
か
ら
だ
」（
Rickert, 1921: 130FN
）。

リ
ッ
カ
ー
ト
の
場
合
、「
一
般
化
に
よ
る
叙
述
」
と
は
抽
象
学
派
の
方
法
、「
個
性
化

に
よ
る
叙
述
」
と
は
歴
史
学
派
の
方
法
を
指
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
個
所
は
、
国
民
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経
済
学
に
お
い
て
は
両
派
の
方
法
が
そ
の
正
当
性
に
お
い
て
同
格
・
同
権
で
あ
り
、

抽
象
学
派
よ
る
方
法
論
的
な
覇
権
主
義
の
み
が
退
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
主

張
し
て
い
る
と
言
え
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
両
派
の
〈
併
存
〉
な
い
し
〈
共
存
〉
と

い
う
消
極
的
な
和
平
状
態
を
訴
え
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
両
派
の
〈
総
合
〉
や
〈
統
合
〉

と
い
う
内
的
で
積
極
的
な
相
互
関
係
を
求
め
て
は
い
な
い
。い
や
、そ
れ
ど
こ
ろ
か
、

両
派
の
同
権
や
共
存
の
賞
揚
は
リ
ッ
カ
ー
ト
の
単
な
る
リ
ッ
プ
サ
ー
ヴ
ィ
ス
に
す
ぎ

ず
、
彼
の
真
意
は
歴
史
学
派
の
覇
権
確
保
に
あ
る
こ
と
を
、
わ
れ
わ
れ
は
後
に
確
認

す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
 

  さ
て
、歴
史
学
派
の
内
部
で
も
第
三
世
代
に
至
る
と
、歴
史
学
派
と
理
論（
抽
象
）

学
派
の
対
立
を
深
刻
に
受
け
と
め
て
―
―
あ
く
ま
で
も
歴
史
学
派
の
土
俵
内
で
あ
る

が
―
―
そ
の
宥
和
・
総
合
を
試
み
る
動
き
が
強
ま
る
。
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
理
念
型
概
念

が
そ
の
典
型
と
し
て
名
高
い
が
、
こ
こ
で
は
ウ
ェ
ー
バ
ー
と
双
璧
を
な
す
ゾ
ン
バ
ル

ト
の
試
み
に
限
っ
て
見
て
み
よ
う
。
彼
は
そ
の
『
近
代
資
本
主
義
』（
一
九
〇
二
年
）

の
序
文
の
な
か
で
こ
う
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
、「
わ
た
し
は
〈
歴
史
主
義
〉
に
対
し
て

も
、
も
ち
ろ
ん
ま
た
あ
ら
ゆ
る
真
摯
な
国
民
経
済
学
理
論
に
対
し
て
も
、
対
立
し
て

い
る
な
ど
と
は
感
じ
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
む
し
ろ
、
わ
た
し
の
考
察
方
法
に
お
い

て
は
、
こ
う
し
た
両
方
向
が
互
い
に
敵
対
し
続
け
る
必
要
は
な
く
、
互
い
に
結
び
つ

い
て
調
和
に
満
ち
た
高
次
の
統
一
を
な
す
も
の
と
信
じ
て
い
る
」（
Som
bart, 1902: 

X
X
IX
）。
 

 
現
代
、
、
資
本
主
義
シ
ス
テ
ム
の
成
立
に
直
面
し
て
歴
史
学
派
経
済
学
の
刷
新
・
再
構

築
を
迫
ら
れ
た
第
三
世
代
に
と
っ
て
、
限
界
効
用
革
命
を
通
じ
て
一
足
早
く
こ
の
新

局
面
に
―
―
市
場
経
済
学
と
し
て
―
―
曲
が
り
な
り
に
も
対
応
を
示
し
て
い
た
理
論

学
派
と
の〈
総
合
〉は
喫
緊
の
課
題
で
あ
っ
た
。そ
の
さ
い
不
可
欠
で
あ
っ
た
の
が
、

第
二
世
代
＝
シ
ュ
モ
ラ
ー
派
に
対
す
る
批
判
的
ス
タ
ン
ス
で
あ
っ
た
。
ゾ
ン
バ
ル
ト

が
シ
ュ
モ
ラ
ー
派
か
ら
自
己
の
理
論
を
分
か
つ
ポ
イ
ン
ト
を
ど
こ
に
み
て
い
た
の
か

と
い
う
と
、
そ
れ
は
「
素
材
の
整
序
に
お
け
る
構
成
的
な
契
機
で
あ
り
、
究
極
原
因

か
ら
の
統
一
的
な
説
明
を
徹
底
し
て
要
求
す
る
こ
と
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
歴
史
的
現

象
を
社
会
シ
ス
テ
ム
に
構
築
す
る
こ
と
」（
同
右
）、
つ
ま
り
他
な
ら
ぬ
理
論
学
派
の

方
法
論
を
特
徴
づ
け
る
主
要
観
点
な
の
で
あ
る
。
そ
の
さ
い
も
ち
ろ
ん
、
歴
史
主
義

の
原
理
に
従
い
、「
い
か
な
る
時
代
に
対
し
て
も
妥
当
性
を
主
張
す
る
よ
う
な
普
遍
的

な
社
会
理
論
を
打
ち
た
て
よ
う
と
す
る
」理
論
学
派
の
構
想
は
拒
絶
さ
れ
る
。結
局
、

ゾ
ン
バ
ル
ト
に
と
っ
て
の
歴
史
的
経
済
学
の
課
題
は
、「
歴
史
的
に
区
別
さ
れ
る
経
済

時
期
の
そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
て
異
な
る
理
論
を
定
式
化
す
る
」
こ
と
で
あ
り
、「
そ
の
と

、
、
、

き
ど
き
の
、
つ
ま
り
あ
る
特
定
の
時
期
に
優
勢
な
、
経
済
生
活
を
第
一
次
的
に
惹
起

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

す
る
動
機
系
列
の
発
見

、
、
、
、
、
、
、
、
、
」、
こ
の
動
機
系
列
に
よ
る
経
済
現
象
の
「
統
一
的

、
、
、
に
整
序
さ

、
、
、
、

れ
た
説
明

、
、
、
、
」（
ibid.: X
XI）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
 

  
 
２
．
ジ
ン
メ
ル
と
経
済
学
方
法
論
争 

  
で
は
い
よ
い
よ
、
経
済
学
方
法
論
争
に
対
す
る
ジ
ン
メ
ル
の
基
本
的
態
度
を
検
討

し
て
み
よ
う
。
ジ
ン
メ
ル
は
『
道
徳
科
学
序
説
』
第
二
巻
（
一
八
九
三
年
）
の
な
か

で
、
実
践
的
価
値
と
理
論
的
価
値
の
相
互
転
換
と
い
う
一
般
的
傾
向
に
つ
い
て
、「
そ

れ
は
、
実
践
を
理
論
か
ら
導
き
出
そ
う
と
す
る
合
理
主
義
が
、
理
論
の
方
も
実
践
の

成
果
で
あ
る
こ
と
を
示
す
歴
史
主
義
に
よ
っ
て
補
完
さ
れ
る
と
き
に
は
じ
め
て
、
そ
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の
本
来
の
意
義
と
正
当
化
を
得
る
傾
向
で
あ
る
」
(GSG
 4: 93)と
述
べ
て
い
る
が
、

こ
れ
が
お
そ
ら
く
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
彼
の
最
初
の
言
及
で
あ
ろ
う
。
こ
の
文
面

か
ら
は
、「
補
完
」
が
具
体
的
に
何
を
意
味
す
る
の
か
は
判
然
と
し
な
い
が
、
は
じ
め

か
ら
合
理
主
義
と
歴
史
主
義
の
〈
相
互
補
完
〉
が
問
題
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
ま
ず

注
目
し
て
お
こ
う
。
 

 
こ
の
補
完
思
考
が
具
体
的
に
展
開
さ
れ
る
の
は
、
一
八
九
六
年
発
表
の
「
社
会
科

学
の
方
法
論
に
つ
い
て
」（
シ
ュ
タ
ム
ラ
ー
『
唯
物
史
観
に
よ
る
経
済
と
法
』
へ
の
書

評
）
（
２
）

と
一
九
〇
〇
年
刊
行
の
『
貨
幣
の
哲
学
』
に
お
い
て
で
あ
る
。
ジ
ン
メ
ル
は
こ

の
「
書
評
」
で
、
彼
の
「
相
対
主
義
的
見
地
」
に
よ
る
「
国
民
経
済
学
に
お
け
る
歴

史
学
派
と
理
論
学
派
の
対
立
」
の
解
消
法
を
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
…
…
ど
の
よ
う

な
経
済
的
〈
法
則
〉
に
つ
い
て
も
、
そ
の
妥
当
性
は
経
済
情
勢
の
特
殊
歴
史
的
な
条

件
か
ら
導
き
だ
さ
れ
、
そ
の
認
識
は
時
代
の
経
済
状
況
の
特
殊
歴
史
的
な
条
件
か
ら

導
き
だ
さ
れ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
と
は
い
え
、
こ
の
歴
史
過
程

は
、
そ
う
し
た
歴
史
的
導
出
の
ア
プ
リ
オ
リ
を
な
す
と
こ
ろ
の
即
事
的
に

、
、
、
、
妥
当
す
る

一
定
の
命
題
と
概
念
の
前
提
と
活
用
の
も
と
で
の
み
理
解
可
能
な
の
で
あ
る
。
こ
う

し
た
命
題
と
概
念
は
他
方
で
は
、
さ
ら
に
遡
る
先
行
の
歴
史
的
発
展
に
基
づ
い
て
い

る
し
、
こ
の
歴
史
的
発
展
の
側
も
ま
た
―
―
そ
れ
自
体
で
も
、
ま
た
そ
の
認
識
に
お

い
て
も
―
―
そ
の
成
立
に
は
一
定
の
よ
り
単
純
で
即
事
的
に
妥
当
す
る
規
範
を
必
要

と
す
る
等
々
」
(GSG
1: 376）。
 

 
ジ
ン
メ
ル
の
〈
総
合
〉
案
の
独
自
性
は
、
第
一
に
、
両
派
の
〈
総
合
〉
が
、
―
―

本
稿
で
こ
れ
ま
で
取
り
あ
げ
て
き
た
理
論
家
た
ち
の
試
み
の
よ
う
に
―
―
そ
の
い
ず

れ
か
一
方
の
枠
組
み
の
内
部
に
お
い
て
他
の
学
派
の
理
論
内
容
や
方
法
論
の
一
部
を

取
り
入
れ
る
こ
と
で
成
立
す
る
と
は
想
定
さ
れ
て
い
な
い
点
に
あ
る
。
そ
の
二
点
目

は
、
両
派
の
〈
総
合
〉
は
、
あ
く
ま
で
も
両
派
の
間
の
不
断
の
相
互

、
、
、
、
、
関
係
・
交
互
過

、
、
、
、
、
、

程
に
お
い
て
の
み

、
、
、
、
、
、
、
、
あ
る
い
は
相
互
関
係
・
交
互
過
程
と
し
て
の
み

、
、
、
、
、
成
立
す
る
と
考

え
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
の
さ
い
、
こ
の
相
互
依
存
・
補
完
の
関
係
・
過
程
が

認
識
内
容
だ
け
で
な
く
、各
派
の
認
識
全
体
の
妥
当
性
と
正
当
性
を
担
保
す
る
根
拠
、

基
盤
に
も
及
ぶ
こ
と
が
ジ
ン
メ
ル
に
と
っ
て
決
定
的
に
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ど

の
よ
う
な
認
識
体
系
も
自
己
の
基
礎
命
題
を
そ
の
体
系
内
部
で
基
礎
づ
け
る
こ
と
は

で
き
ず
、
基
礎
命
題
の
正
当
化
根
拠
は
そ
れ
と
対
立
す
る
認
識
体
系
に
依
存
せ
ざ
る

を
え
な
い
と
い
う
ジ
ン
メ
ル
の
相
対
主
義
的
な
認
識
論
一
般
の
立
場
か
ら
の
帰
結
で

あ
り
、
そ
の
顕
著
な
事
例
で
も
あ
る
。
こ
の
相
対
主
義
的
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
メ
ン

ガ
ー
で
も
ゾ
ン
バ
ル
ト
で
も
、
そ
の
〈
総
合
化
〉
の
試
み
は
結
局
の
と
こ
ろ
、
対
抗

理
論
間
の
不
断
の
相
互
関
係
・
交
互
過
程
そ
の
も
の
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
自
存
的
で

自
己
完
結
的
な
枠
組
み
を
前
提
に
し
、
そ
の
内
部
で
展
開
さ
れ
る
も
の
に
す
ぎ
な
い

こ
と
に
な
る
。
彼
ら
の
構
想
で
は
、
自
己
の
理
論
系
譜
の
内
に
対
抗
理
論
か
ら
の
補

強
要
素
が
十
分
に
組
み
込
ま
れ
さ
え
す
れ
ば
、
そ
の
対
抗
理
論
は
基
本
的
に
消
滅
し

て
し
か
る
べ
き
で
あ
り
、
生
き
残
る
の
は
や
は
り
自
己
の
理
論
系
譜
だ
け
な
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
両
方
の
対
抗
理
論
が
同
じ
よ
う
に
こ
の
ス
タ
ン
ス
を
と
る
わ
け
で
あ

る
か
ら
、
結
局
は
、
―
―
補
助
仮
説
に
よ
っ
て
補
強
・
精
緻
化
さ
れ
た
と
は
い
え
基

本
的
に
は
同
一
の
中
心
ド
グ
マ
に
固
執
し
た
ま
ま
の
―
―
対
抗
理
論
同
士
の
対
立
が

揚
棄
さ
れ
る
こ
と
は
原
理
上
あ
り
え
な
い
の
で
あ
る
。
 

 
も
う
少
し
敷
衍
し
て
み
よ
う
。
ジ
ン
メ
ル
の
科
学
的
認
識
の
相
対
主
義
的
理
解
に

よ
れ
ば（
池
田
2011/12
参
照
）、認
識
対
象
が
複
雑
性
の
一
定
度
合
を
超
え
る
と
、
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互
い
に
対
立
・
矛
盾
す
る
複
数（
大
半
は
二
つ
）の
認
識
系
が
不
可
避
的
に

、
、
、
、
、
成
立
し
、

し
か
も
そ
れ
ら
の
認
識
系
は
一
定
の
要
件
が
満
た
さ
れ
れ
ば
一
定
の
範
囲
・
程
度
に

お
い
て
一
般
的
妥
当
性
を
有
し
う
る
。
複
雑
な
経
済
現
象
を
対
象
と
す
る
経
済
学
に

も
こ
の
こ
と
が
当
然
に
当
て
は
ま
り
、
理
論
学
派
と
歴
史
学
派
の
対
立
が
そ
の
典
型

事
例
で
あ
る
と
ジ
ン
メ
ル
は
考
え
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
ジ
ン
メ
ル
に
と
っ
て
、
認

識
論
的
原
理
か
ら
し
て
す
で
に
、
両
派
の
対
立
は
必
然
な
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
そ
の

い
ず
れ
か
の
学
派
内
部
で
他
方
を
〈
吸
収
合
併
〉
し
て
両
派
を
統
合
し
た
り
、
両
派

を
〈
発
展
解
消
〉
さ
せ
て
第
三
の
学
派
を
構
築
し
た
り
す
る
可
能
性
は
原
理
的
に
排

除
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
「
対
立
す
る
方
法
の
機
械
的
な
混
淆
あ
る
い

は
折
衷
主
義
的
な
妥
協
」
(GSG
1: 377）、「
諸
原
理
の
混
淆
と
半
々
折
衷
と
い
う
安

易
な
妥
協
の
知
恵
」
(GSG
6: 113）
の
一
種
で
し
か
な
い
。
両
派
の
相
互
対
立
―
―

そ
の
相
互
批
判
・
相
互
否
定
の
契
機
―
―
を
破
棄
す
る
こ
と
な
く
、
両
派
の
総
合
を

図
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
こ
れ
が
方
法
論
争
に
対
す
る
ジ
ン
メ
ル
固
有
の

問
題
提
起
で
あ
る
。
両
派
の
対
立
が
不
可
避
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
対
立
の
具
体

的
な
あ
り
方
に
関
し
て
ジ
ン
メ
ル
が
問
題
で
あ
る
と
見
な
し
て
い
る
の
は
、
何
よ
り

も
各
派
が
自
ら
の
理
論
的
妥
当
性
の
限
界
を
自
覚
せ
ず
、
各
派
に
固
有
の
有
効
範
囲

を
超
え
て
そ
の
〝
普
遍
的
真
理
性
〞
を
主
張
す
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
両
派
の

対
立
自
体
で
は
な
く
、
両
派
の
方
法
が
「
ド
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
に
硬
直
化
さ
れ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
そ
の

各
々
が
そ
れ
自
体
で

、
、
、
、
、
客
観
的
真
理
で
あ
る
と
主
張
す
る
こ
と
で
和
解
し
が
た
い
争
い

と
相
互
否
定
に
陥
っ
た
」
(ibid.: 112
傍
点
池
田
)こ
と
を
、
ジ
ン
メ
ル
は
問
題
視
す

る
の
で
あ
る
。
で
は
、
こ
の
問
題
の
解
消
に
は
何
が
必
要
だ
と
ジ
ン
メ
ル
は
考
え
る

の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
両
派
の
理
論
を
〈
構
成
的
な
理
論
か
ら
統
整
的
な
理
論
へ

転
換
す
る
〉
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
カ
ン
ト
的
に
表
現
す
れ
ば
、
二
つ
の
構
成
的

な
、
ま
た
そ
う
し
た
も
の
と
し
て
宥
和
不
能
な
原
理
に
代
わ
り
、
い
ず
れ
の
原
理
も

も
う
ひ
と
つ
の
原
理
の
土
台
と
な
っ
て
い
る
よ
う
な
統
整
的
な
原
理
を
得
る
」

(GSG
1: 376)こ
と
で
あ
る
。
独
断
的
・
独
善
的
で
自
己
完
結
的
な
理
論
系
か
ら
、
自

己
理
論
と
対
抗
理
論
の
両
方
の
限
界
を
批
判
的
に
確
定
し
、
そ
の
内
容
を
相
互
に
補

完
し
合
う
だ
け
で
な
く
、
そ
の
根
拠
・
前
提
を
も
相
互
に
保
証
し
合
う
よ
う
な
、
相

互
関
係
・
交
互
過
程
で
成
立
す
る
理
論
へ
転
換
す
る
こ
と
、
こ
の
こ
と
が
問
題
の
解

消
要
件
で
あ
る
と
ジ
ン
メ
ル
は
見
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
具
体
的
な
内
容
で
い
え

ば
、
構
成
的
原
理
と
は
「
一
方
に
お
け
る
、
事
実
の
確
認
、
社
会
生
活
の
歴
史
的
記

述
で
終
わ
る
経
験
主
義
〔
＝
歴
史
主
義
〕、
他
方
に
お
け
る
一
般
概
念
か
ら
出
発
し
、

こ
の
概
念
の
展
開
か
ら
、
事
実
に
よ
っ
て
事
後
的
に
不
完
全
に
し
か
証
明
で
き
な
い

よ
う
な
真
理
を
期
待
す
る
構
成
的
な
体
系
主
義
」
(ibid.: 363-)で
あ
り
、
統
整
的
原

理
と
は
「
ど
の
合
理
主
義
的
命
題
も
そ
の
理
解
に
は
歴
史
的
導
出
を
必
要
と
し
、
そ

の
歴
史
的
発
生
史
の
方
も
ま
た
合
理
主
義
的
な
ア
プ
リ
オ
リ
が
な
け
れ
ば
行
え
な
い

と
い
う
明
確
な
原
理
」
(ibid.: 376)と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
こ
と
を
も
う
少

し
詳
し
く
み
て
み
よ
う
。
 

 
ま
ず
歴
史
的
方
法
の
ア
プ
リ
オ
リ
問
題
に
は
二
つ
の
論
点
が
あ
る
。
ひ
と
つ
は
、

一
連
の
歴
史
的
事
実
か
ら
一
般
的
法
則
を
導
き
出
す
こ
と
は
単
な
る
帰
納
法
に
よ
っ

て
は
不
可
能
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
一
定
の
理
論
的
な
前
提
・
仮
定
が
必
要
で
あ
る
と

い
う
点
で
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
単
純
な
歴
史
的
事
実
の
蒐
集
・
整
理
・
記
述
に

さ
え
も
、
い
わ
ん
や
歴
史
的
出
来
事
や
そ
の
連
関
過
程
の
叙
述
に
は
な
お
さ
ら
の
こ

と
、
一
定
の
一
般
概
念
や
選
択
・
叙
述
原
理
が
ア
プ
リ
オ
リ
な
認
識
条
件
と
し
て
不
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可
欠
で
あ
る
点
で
あ
る
。
こ
こ
で
再
び
、
歴
史
学
派
の
重
鎮
シ
ュ
モ
ラ
ー
に
登
場
し

て
も
ら
お
う
。
先
に
触
れ
た
メ
ン
ガ
ー
『
方
法
研
究
』
へ
の
書
評
（
一
八
八
三
年
）

の
な
か
で
、
じ
つ
は
シ
ュ
モ
ラ
ー
も
―
―
お
そ
ら
く
同
書
の
な
か
に
、
メ
ン
ガ
ー
に

よ
る
理
論
学
派
と
歴
史
学
派
と
の
〈
総
合
〉
へ
の
意
図
を
読
み
取
っ
て
の
こ
と
だ
と

推
測
さ
れ
る
が
―
―
両
派
の
「
橋
渡
し
」
を
語
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
歴
史
的
経
済

学
＝
「
記
述
科
学
」
の
側
か
ら
一
般
理
論
へ
の
一
方
的
な
架
橋

、
、
、
、
、
、
で
あ
り
、
相
互
性
を

ま
っ
た
く
欠
く
も
の
な
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
記
述
科
学
は
「
一
般
的
な
理
論
の

た
め
の
下
準
備
を
供
す
る
」
も
の
で
あ
り
、
こ
の
下
準
備
は
「
諸
現
象
が
そ
の
あ
ら

ゆ
る
特
徴
、変
化
、原
因
と
結
果
に
関
し
て
記
述
さ
れ
る
」（
Schm
oller, 1883: 977）

よ
う
に
な
る
ほ
ど
完
全
な
も
の
と
な
り
、
こ
の
「
完
全
記
述
」
が
実
現
さ
れ
る
ほ
ど

一
般
理
論
の
構
築
に
近
づ
い
て
ゆ
く
―
―
、
シ
ュ
モ
ラ
ー
は
こ
う
主
張
す
る
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
ま
さ
し
く
、
歴
史
的
な
個
別
現
象
の
「
完
全
記
述
」
の
可
能
性
へ
の
幻

想
で
あ
り
、
ま
た
完
全
記
述
へ
の
志
向
が
漸
次
的
・
自
動
的
に
一
般
理
論
の
完
成
に

つ
な
が
る
と
い
う
〈
単
純
素
朴
な
帰
納
主
義
〉
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
現
象
記
述
や
帰

納
法
的
一
般
化
に
不
可
欠
な
、
現
象
の
分
類
・
整
序
の
原
理
、
一
般
的
概
念
の
形
成

の
た
め
の
ア
プ
リ
オ
リ
な
前
提
条
件
へ
の
意
識
は
き
わ
め
て
希
薄
な
の
で
あ
る
。
（
３
）

そ

れ
は
ま
た
、
メ
ン
ガ
ー
経
済
学
の
方
は
シ
ュ
モ
ラ
ー
経
済
学
を
必
要
と
す
る
の
に
対

し
、
シ
ュ
モ
ラ
ー
経
済
学
の
方
は
メ
ン
ガ
ー
経
済
学
を
必
要
と
せ
ず
に
独
力
で
「
完

全
な
記
述
と
一
般
的
な
連
関
に
つ
い
て
の
学
説
」（
同
右
）
の
完
成
に
到
達
で
き
る
と

い
う
シ
ュ
モ
ラ
ー
の
独
断
的
で
独
善
的
な
確
信
を
示
し
て
い
る
。
 

 
デ
ィ
ル
タ
イ
は
シ
ュ
モ
ラ
ー
に
対
し
て
―
―
シ
ュ
モ
ラ
ー
が
デ
ィ
ル
タ
イ
に
対
す

る
ほ
ど
無
条
件
で
は
な
い
に
せ
よ
（
Schm
oller, 1883: 987-）
―
―
全
体
的
に
好

意
的
な
評
価
を
下
す
が
、少
な
く
と
も
こ
の
点
に
関
し
て
は
か
な
り
批
判
的
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
シ
ュ
モ
ラ
ー
『
国
民
経
済
学
要
綱
』
へ
の
書
評
（
一
九
〇
二
年
）
の
な

か
で
、
シ
ュ
モ
ラ
ー
が
歴
史
現
象
の
包
括
的
な
一
般
化
や
歴
史
的
連
関
の
把
握
の
た

め
に
持
ち
込
む
「
仮
定
」
に
つ
い
て
厳
密
な
証
明
を
一
貫
し
て
怠
っ
て
い
る
と
、
デ

ィ
ル
タ
イ
は
難
じ
る
一
方
（
D
ilthey, 1988: 255）、
す
で
に
単
純
な
事
実
の
記
述

に
も
あ
る
種
の
「
循
環
」
が
不
可
避
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
（
ibid.: 258）。
す

な
わ
ち
、
記
述
は
概
念
形
成
を
必
要
と
し
、
概
念
形
成
は
現
象
の
分
類
を
前
提
と
す

る
。
そ
の
分
類
が
現
象
全
体
を
計
画
的
に
整
序
し
、
概
念
が
本
質
的
な
も
の
を
表
現

す
る
た
め
に
は
、
す
で
に
そ
の
全
体
に
つ
い
て
の
認
識
が
前
提
と
な
る
―
―
。
ジ
ン

メ
ル
の
相
対
主
義
で
あ
れ
ば
、
こ
の
種
の
循
環
は
〈
無
限
の
交
互
過
程
〉
に
解
消
さ

れ
る
の
で
あ
る
が
、デ
ィ
ル
タ
イ
が
そ
の
類
の
相
対
主
義
を
容
認
す
る
は
ず
が
な
く
、

こ
の
循
環
を
一
振
り
で
断
つ
方
法
を
推
奨
す
る
。「
そ
の
保
証
が
方
法
の
規
則
で
は
な

く
、
観
察
主
体
の
才
能
と
鍛
錬
に
し
か
な
い
よ
う
な
手
法
」（
同
右
）、
つ
ま
り
天
才

の
芸
術
的
な
想
像
力
と
直
観
力
に
訴
え
る
方
法
が
そ
れ
で
あ
る
。
 

 
ゾ
ン
バ
ル
ト
は
『
近
代
資
本
主
義
』
の
裏
表
紙
に
「
内
容
な
き
思
考
は
空
虚
で
あ

り
、
概
念
な
き
直
観
は
盲
目
で
あ
る
」
と
い
う
カ
ン
ト
の
標
語
を
掲
げ
て
い
る
が
、

「
内
容
な
き
思
考
」
が
理
論
学
派
に
、「
概
念
な
き
直
観
」
が
歴
史
学
派
に
重
ね
ら
れ

て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
こ
れ
だ
け
を
見
れ
ば
、
ゾ
ン
バ
ル
ト
が
カ
ン
ト
批
判

主
義
を
基
盤
に
し
て
両
派
の
統
合
を
試
み
、
抽
象
的
思
考
に
対
す
る
歴
史
的
記
述
の

も
つ
実
質
付
与
機
能
だ
け
で
な
く
、
直
観
に
対
す
る
概
念
の
発
見
的
・
統
整
的
機
能

を
も
強
調
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の

印
象
は
裏
切
ら
れ
る
。
ゾ
ン
バ
ル
ト
は
い
う
。「
…
…
ま
っ
た
く
概
念
的
な
、
あ
る
い
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は
狭
義
の
体
系
的
な
研
究
は
お
そ
ら
く
予
備
作
業
と
し
て
は
正
当
性
を
も
つ
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
価
値
、
価
格
、
地
代
、
労
働
、
利
子
そ
の
他
、
概
要
に
載
っ
て
い
る
類
の

も
の
に
つ
い
て
の
論
証
的
な
論
究
を
経
済
理
論
だ
と
し
て
喧
伝
す
る
の
は
い
い
加
減

に
や
め
る
べ
き
だ
。
そ
れ
は
、
経
済
学
の
予
備
教
育
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
、
国
民
経
済

学
の
特
別
な
一
章
に
相
応
し
い
の
だ
。
本
来
の
理
論
的
叙
述
に
お
い
て
は
、
自
己
の

学
問
研
究
の
た
め
に
前
も
っ
て
適
切
な
概
念
の
道
具
を
整
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
を
読
者
に
気
づ
か
せ
て
し
ま
う
の
は
、
要
す
る
に
著
者
の
手
際
の
悪
さ
の
な
す
と

こ
ろ
な
の
で
あ
る
」（
Som
bart, 1902: X
X
VIII）。
つ
ま
り
、
体
系
理
論
は
ゾ
ン
バ

ル
ト
に
と
っ
て
、
結
局
は
「
経
済
発
展
の
理
論
」
の
た
め
の
単
な
る
「
予
備
教
育
」

「
予
備
作
業
」
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
体
系
理
論
に
は
歴
史
理
論
に
よ
っ
て
は
代

替
で
き
な
い
独
自
の
課
題
・
方
法
・
意
義
が
あ
る
こ
と
は
完
全
に
否
定
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
文
面
か
ら
は
、
ゾ
ン
バ
ル
ト
が
、
歴
史
理
論
の
構
築
に
あ
た
り
そ
の
ア

プ
リ
オ
リ
な
「
概
念
の
道
具
」
と
意
識
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
こ
と
は
十
分
に

認
識
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
は
本
来
的
に
秘
匿
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
公
然

と
し
た
形
で
の
相
互
的
な
批
判
・
検
証
に
供
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
ま
し
て

や
体
系
理
論
の
原
理
・
概
念
へ
の
参
照
や
依
拠
な
ど
論
外
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
明

確
に
わ
か
る
。
 

 
ジ
ン
メ
ル
の
ア
プ
リ
オ
リ
論
を
検
討
し
て
み
よ
う
(池
田
2011/12
参
照
)。
ジ
ン

メ
ル
の
認
識
論
・
科
学
方
法
論
は
、
経
験
的
認
識
が
成
立
す
る
た
め
の
主
体
的
な
前

提
条
件
を
問
う
た
カ
ン
ト
批
判
主
義
を
基
本
原
理
と
し
て
展
開
さ
れ
る
が
、同
時
に
、

こ
の
原
理
に
重
大
な
修
正
・
補
強
・
拡
張
を
施
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
カ
ン
ト
が

ア
プ
リ
オ
リ
論
を
自
然
科
学
（
正
確
に
は
力
学
と
数
学
）
の
分
野
に
限
定
し
て
い
る

の
に
対
し
、
ジ
ン
メ
ル
は
そ
の
対
象
域
を
人
文
社
会
科
学
に
ま
で
拡
張
し
、
そ
の
各

分
野
に
固
有
の
ア
プ
リ
オ
リ
な
認
識
論
的
前
提
条
件
（
基
本
概
念
・
方
法
）
を
問
題

に
す
る
の
で
あ
る
。
ジ
ン
メ
ル
が
法
学
の
ア
プ
リ
オ
リ
を
話
題
に
し
た
、
一
八
九
三

年
の
Ｆ
・
ヨ
ー
ド
ル
宛
書
簡
の
な
か
に
見
ら
れ
る
、「
個
別
諸
科
学
の
ア
プ
リ
オ
リ
の

こ
う
し
た
確
認
に
よ
っ
て
、
カ
ン
ト
が
結
局
は
途
中
ま
で
し
か
行
わ
な
か
っ
た
作
業

を
続
行
す
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
す
」
(GSG
22: 89)と
い
う
一
文
は
、
カ
ン
ト
認
識

論
の
徹
底
・
拡
充
と
い
う
ジ
ン
メ
ル
の
問
題
意
識
を
明
確
に
物
語
っ
て
い
る
。
 

 
認
識
の
ア
プ
リ
オ
リ
に
関
す
る
ジ
ン
メ
ル
の
主
な
修
正
点
を
列
挙
し
て
み
よ
う
。

❶
特
定
の
経
験
的
認
識
の
前
提
条
件
に
は
、
カ
ン
ト
の
直
観
形
式
や
純
粋
語
性
概
念

の
よ
う
な
、
一
般
的
妥
当
性
を
有
す
る
あ
ら
ゆ
る
経
験
的
認
識
の
前
提
と
な
る
一
般

的
な
種
類
の
ア
プ
リ
オ
リ
だ
け
で
な
く
、
特
定
の
経
験
的
認
識
に
の
み
必
要
と
さ
れ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

る
特
殊
な

、
、
、
、
種
類
、
、
の
ア
プ
リ
オ
リ
も
含
ま
れ
る
。
❷
カ
ン
ト
の
ア
プ
リ
オ
リ
が
、
は
じ

め
か
ら
普
遍
的
に
妥
当
す
る
認
識
と
し
て
前
提
に
さ
れ
て
い
る
力
学
・
数
学
の
必
要

条
件
と
し
て
論
理
的
に
導
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
も
そ
も
そ
の
歴
史
的
・
社
会

的
・
心
理
的
起
源
を
問
え
る
性
質
の
も
の
で
は
な
い
の
に
対
し
、
ジ
ン
メ
ル
の
ア
プ

リ
オ
リ
は
歴
史
的
・
社
会
的
・
心
理
的
起
源
を
有
す
る

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
も
の
で
あ
り
、
原
則
的
に
そ

れ
を
問
う
こ
と
が
で
き
る
。
❸
ジ
ン
メ
ル
の
ア
プ
リ
オ
リ
は
、
意
識
さ
れ
た
表
象
内

容
と
し
て
の
概
念
・
命
題
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
与
え
ら
れ
た
素
材
か
ら
こ
の
表
象

内
容
を
構
成
す
る
機
能
・
作
用
と
し
て
の

、
、
、
、
、
、
、
、
、
概
念
・
命
題
で
あ
る
。
❹
ジ
ン
メ
ル
の
場

合
、
ア
プ
リ
オ
リ
性
＝
先
験
性
は
、
経
験
的
認
識
一
般
に
対
し
て
で
は
な
く
、
個
々
、
、

の
具
体
的
な

、
、
、
、
、
認
識
過
程
に
対
し
て
（
論
理
的
に
）
先
行
し
、
こ
の
認
識
を
可
能
に
す

る
と
い
う
主
体
の
側
の
前
提
条
件
の
特
質
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
あ
る
認
識
過
程
の
た
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め
の
ア
プ
リ
オ
リ
条
件
の
内
容
は
他
の
種
類
の
個
別
的
な
経
験
的
認
識
の
結
果
で
あ

っ
て
も
一
向
に
構
わ
な
い
。
構
成
的
な
機
能
様
態
に
転
化
で
き
さ
え
す
れ
ば
よ
い
の

で
あ
る
。
 

 
批
判
主
義
的
思
考
の
人
文
社
会
科
学
へ
の
拡
張
と
い
う
ジ
ン
メ
ル
の
構
想
は
、
い

い
方
を
変
え
れ
ば
、
自
己
の
依
っ
て
立
つ
ア
プ
リ
オ
リ
な
前
提
に
対
す
る
批
判
的
意

識
、
つ
ま
り
メ
タ
意
識
の
存
在
の
有
無
・
程
度
こ
そ
、
世
紀
転
換
期
以
降
に
人
文
社

会
科
学
が
科
学
的
認
識
と
し
て
成
立
す
る
か
否
か
の
重
要
な
要
件
の
ひ
と
つ
で
あ
る

と
ジ
ン
メ
ル
が
見
な
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
具
体
的
に
見
る
と
、
ジ
ン

メ
ル
は
一
方
で
、
旧
来
の
個
別
科
学
が
自
己
の
ア
プ
リ
オ
リ
概
念
に
無
頓
着
で
無
自

覚
的
で
あ
っ
た
と
考
え
、『
歴
史
哲
学
の
諸
問
題
』（
一
八
九
二
年
）
で
は
歴
史
学
の
、

『
貨
幣
の
哲
学
』（
一
九
〇
〇
年
）
で
は
経
済
学
の
ア
プ
リ
オ
リ
な
前
提
の
究
明
と
い

う
課
題
に
取
り
組
む
。
他
方
、
こ
れ
か
ら
の
個
別
科
学
は
そ
の
理
論
構
築
の
最
初
か

、
、
、

ら、
自
己
の
ア
プ
リ
オ
リ
な
前
提
を
意
識
的
・
批
判
的
に
検
討
し
措
定
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
い
う
確
信
の
下
に
、
ま
っ
た
く
新
し
い
類
型
の
社
会
科
学
を
提
示
し
た

著
書
だ
と
自
認
す
る
『
社
会
分
化
論
』（
一
八
九
〇
年
）
を
「
社
会
科
学
の
認
識
論
」

と
題
す
る
一
章
を
も
っ
て
開
始
し
、
そ
の
な
か
で
自
ら
の
社
会
学
の
ア
プ
リ
オ
リ
な

前
提
が
相
互
作
用
概
念
で
あ
る
こ
と
を
確
定
し
て
い
る
。
 

 
メ
ン
ガ
ー
を
再
び
検
討
し
て
み
よ
う
。
十
九
世
紀
後
半
以
降
、
人
文
社
会
科
学
系

の
各
理
論
の
特
性
を
把
握
し
そ
の
水
準
を
評
価
す
る
う
え
で
、
そ
の
理
論
が
―
―
た

ん
に
近
代
社
会
一
般
の
現
象
に
対
し
て
だ
け
で
な
く
―
―
こ
の
時
期
に
成
立
し
つ
つ

あ
っ
た
「
現
代
」
社
会
に
ど
う
向
き
合
い
、
そ
の
特
徴
・
傾
向
を
ど
の
程
度
ま
で
体

系
的
に
主
題
化
し
て
い
る
か
が
重
要
な
指
標
と
な
る
。
メ
ン
ガ
ー
経
済
学
が
―
―
具

体
的
な
理
論
内
容
の
是
非
は
別
に
し
て
―
―
こ
の
課
題
に
正
面
か
ら
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
は
論
を
待
た
な
い
。
こ
の
理
論
は
し
か
し
、
シ
ュ
モ
ラ
ー
が
激
し
く
批
判
し

た
よ
う
に
(Schm
oller, 1883)、
と
く
に
次
の
諸
点
に
関
し
て
難
点
を
抱
え
る
。
⒜

基
本
命
題
（
仮
定
）
か
ら
様
々
な
命
題
を
論
理
的
・
演
繹
的
に
導
出
・
展
開
す
る
と

い
う
、
い
わ
ゆ
る
〈
演
繹
体
系
モ
デ
ル
〉
が
、
理
論
的
叙
述
に
関
す
る
統
一
的
・
体

系
的
な
形
式
の
唯
一
の
可
能
性
と
想
定
さ
れ
て
い
る
(M
enger, 1969: 41-)。
⒝
体

系
的
叙
述
の
対
象
で
あ
る
現
代
経
済
シ
ス
テ
ム
が
歴
史
的
発
展
過
程
に
お
け
る
特
定

の
一
段
階
と
見
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
歴
史
的
な
位
置
や
特
徴
が
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
な
い
。
⒞
対
象
領
域
と
他
の
諸
領
域
お
よ
び
社
会
全
体
と
の
関
係
が
十
分
に
考

察
さ
れ
て
い
な
い
。
メ
ン
ガ
ー
と
し
て
は
、
既
述
の
よ
う
に
理
論
的
国
民
経
済
学
と

歴
史
的
国
民
経
済
学
と
を
峻
別
し
、
さ
ら
に
前
者
の
内
部
に
お
い
て
も
精
密
的
方
向

と
経
験
的
・
現
実
主
義
的
方
向
と
を
区
別
す
る
こ
と
に
よ
り
、
⒝
と
⒞
に
関
す
る
批

判
に
対
処
で
き
る
と
考
え
て
い
る
よ
う
だ
(ibid.: 100-)。
し
か
し
、
こ
う
し
た
こ
と

に
よ
っ
て
、
精
密
的
経
済
学
が
現
代
経
済
シ
ス
テ
ム
に
の
み
固
有
の
原
理
を
脱
歴
史

化
し
不
当
に
普
遍
化
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
義
を
払
拭
す
る
の
は
困
難

で
あ
る
。
ま
た
、
相
互
に
区
別
さ
れ
た
各
理
論
に
内
包
さ
れ
る
認
識
内
容
と
各
理
論

を
支
え
る
ア
プ
リ
オ
リ
な
前
提
が
互
い
に
ど
の
よ
う
に
関
係
す
る
の
か
も
不
分
明
で

あ
る
。
 

 
こ
れ
ら
の
論
点
に
つ
い
て
、
ジ
ン
メ
ル
が
ど
の
よ
う
に
メ
ン
ガ
ー
を
判
断
し
て
い

た
の
か
は
定
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、
社
会
科
学
一
般
の
レ
ベ
ル
で
ジ
ン
メ
ル
が
こ

れ
ら
の
論
点
に
関
し
て
ど
の
よ
う
な
ス
タ
ン
ス
を
も
っ
て
い
た
の
か
は
、
間
接
的
な

形
で
は
あ
る
が
お
お
よ
そ
推
測
で
き
る
。
こ
こ
で
は
、
⒜
と
⒝
の
二
点
に
関
し
て
触
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れ
る
。
❶
ジ
ン
メ
ル
は
、
自
身
の
社
会
学
に
お
い
て
、
そ
の
考
察
対
象
の
中
軸
で
あ

る
社
会
的
相
互
作
用
の
複
雑
な
形
態
を
単
純
な
基
礎
形
態
に
還
元
し
た
り
、
あ
る
い

は
そ
の
複
雑
な
形
態
を
単
純
な
基
礎
形
態
か
ら
説
明
し
た
り
導
出
し
た
り
す
る
こ
と

は
不
可
能
で
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
。
相
互
作
用
そ
の
も
の
を
よ
り
単
純
で
基
礎
的

な
諸
要
素
・
諸
過
程
が
複
雑
に
絡
み
合
う
錯
綜
体
と
見
な
し
、
相
互
作
用
の
あ
ら
ゆ

る
形
態
に
共
通
し
そ
れ
ら
の
基
底
と
な
る
よ
う
な
基
礎
形
態
の
存
在
を
否
定
す
る
か

ら
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
、
ジ
ン
メ
ル
は
少
な
く
と
も
社
会
学
に
お
け
る
演
繹
モ
デ

ル
の
可
能
性
を
否
定
し
て
い
る
。
し
か
し
他
方
、
そ
の
理
論
構
想
に
適
合
す
る
系
統

的
な
展
開
・
叙
述
形
式
を
見
い
だ
し
か
ね
て
も
い
る
。ジ
ン
メ
ル
の
社
会
学
に
対
し
、

体
系
性
と
論
理
的
連
関
の
欠
如
し
た
単
な
る
断
章
の
綴
り
合
わ
せ
に
す
ぎ
な
い
の
で

は
な
い
か
と
い
う
疑
念
が
頻
繁
に
呈
さ
れ
る
の
も
、
ひ
と
つ
に
は
こ
う
し
た
背
景
が

あ
る
。
❷
論
点
⒜
⒝
が
交
錯
す
る
形
で
メ
ン
ガ
ー
の
体
系
理
論
の
問
題
点
が
尖
鋭
に

現
わ
れ
て
い
る
の
が
、
複
雑
な
定
型
的
諸
現
象
や
法
則
的
連
関
を
演
繹
的
に
導
く
出

発
点
を
形
成
す
る
「
究
極
の
単
純
要
素
」
の
内
実
を
な
す
「
人
間
の
欲
求
あ
る
い
は

営
業
衝
動
あ
る
い
は
利
己
」
の
概
念
で
あ
る
。
古
典
派
経
済
学
の
ド
グ
マ
を
受
け
継

ぐ
形
で
、
特
定
の
歴
史
的
発
展
段
階
に
の
み
顕
著
で
特
有
な
は
ず
の
人
間
の
心
的
傾

向
が
超
歴
史
的
で
普
遍
的
な
〈
人
間
の
本
性
〉
一
般
と
し
て
抽
象
化
さ
れ
経
済
理
論

の
根
底
に
据
え
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
シ
ュ
モ
ラ
ー
な
ど
が
こ
の
概
念
に
激
し

く
噛
み
つ
い
た
の
も
当
然
で
あ
る
(Schm
oller, 1883: 979)。
 

 
人
間
の
本
性
と
い
う
も
の
を
ジ
ン
メ
ル
が
基
本
的
に
ど
う
見
な
し
て
い
た
の
か
は
、

次
の
コ
メ
ン
ト
か
ら
明
白
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
人
間
の
本
性
な
る
も
の
が
「
心
理

的
・
歴
史
的
事
実
の
十
分
な
理
由
」
と
頻
繁
に
見
な
さ
れ
て
き
た
が
、
実
際
に
は
、

人
間
本
性
が
、
ま
さ
に
そ
れ
に
よ
っ
て
「
説
明
さ
れ
る
べ
き
現
象
も
ま
た
そ
の
一
部

で
あ
る
よ
う
な
諸
現
象
の
総
計
に
過
ぎ
な
い
こ
と
、
人
間
の
本
性
を
全
体
の
連
関
か

ら
理
解
す
る
と
い
う
課
題
が
提
起
さ
れ
た
ば
か
り
で
あ
っ
て
、
ま
だ
ま
っ
た
く
解
決

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
」（
(GSG
1: 388-）、
こ
の
こ
と
が
見
過
ご
さ
れ
て
い
る
と
い
う

の
で
あ
る
。
ジ
ン
メ
ル
に
と
っ
て
、
人
間
の
本
性
は
、
他
の
様
々
な
現
象
を
説
明
す

る
明
晰
自
明
の
「
究
極
の
単
純
要
素
」、
演
繹
体
系
の
確
実
な
出
発
点
ど
こ
ろ
か
、
そ

れ
自
体
が
諸
現
象
の
複
雑
な
錯
綜
体
で
あ
り
、
包
括
的
な
連
関
の
な
か
で
こ
れ
か
ら

説
明
さ
れ
る
べ
き
未
解
明
事
象
な
の
で
あ
る
。
 

 
理
論
経
済
学
が
人
間
本
性
の
具
体
的
内
容
の
ひ
と
つ
に
数
え
る
「
利
己
（
利
己
主

義
）」
概
念
を
取
り
あ
げ
て
み
よ
う
。
シ
ュ
モ
ラ
ー
は
、
個
人
の
利
己
性
と
共
感
性
の

両
方
が
相
俟
っ
て
は
じ
め
て
社
会
は
可
能
に
な
る
の
で
あ
っ
て
、
メ
ン
ガ
ー
の
よ
う

に
社
会
の
構
成
要
因
を
個
人
同
士
の
意
識
的
な
取
決
め
や
利
己
的
行
為
に
限
定
す
る

の
は
誤
り
だ
と
批
判
す
る
(Schm
oller, 1883: 985)。
（
４
）

ジ
ン
メ
ル
の
場
合
は
ど
う

だ
ろ
う
か
。
通
常
の
思
想
史
・
概
念
史
で
は
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
な
い
こ
と
だ
が
、

じ
つ
は
ジ
ン
メ
ル
こ
そ
、
利
己
主
義
と
利
他
主
義
の
概
念
に
つ
い
て
、
当
時
、
最
も

批
判
的
か
つ
徹
底
的
に
―
―
と
は
い
え
、
い
さ
さ
か
強
引
に
―
―
追
究
し
た
理
論
家

の
一
人
な
の
で
あ
る
。
（
５
）

本
稿
の
文
脈
で
注
目
さ
れ
る
の
は
ま
ず
、
ジ
ン
メ
ル
が
利
己

主
義
を
行
為
の
唯
一
の
根
本
動
因
と
す
る
通
説
を
批
判
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
論
点

は
い
く
つ
が
あ
る
が
、
二
つ
に
絞
る
。
第
一
は
、
利
己
主
義
を
行
為
の
「
自
明
」
で

「
自
然
」
な
、
し
た
が
っ
て
そ
れ
自
体
は
そ
れ
以
上
説
明
不
要
な
一
方
、
他
の
す
べ

て
の
現
象
を
説
明
し
う
る
動
機
と
見
な
す
態
度
へ
の
批
判
で
あ
る
。利
己
主
義
が「
自

然
」
な
行
為
の
動
機
と
見
な
さ
れ
が
ち
な
の
は
、
そ
れ
が
利
他
主
義
に
比
べ
て
実
質
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的
な
性
質
の
点
で
行
為
の
よ
り
根
源
的
で
基
本
的
な
動
因
と
判
断
で
き
る
か
ら
で
は

な
い
。
単
に
圧
倒
的
多
数
の
行
為
を
支
配
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
、
ま
た
行
為
の
す

べ
て
を
利
他
主
義
に
帰
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、「
多
少
意
地
の
悪
い
解
釈
を
用
い

れ
ば
」
利
己
主
義
に
は
そ
れ
が
可
能
で
あ
る
か
ら
に
す
ぎ
な
い
。
つ
ま
り
、
利
己
主

義
の
方
が
、
広
範
囲
に
わ
た
り
頻
繁
に
現
わ
れ
る
も
の
を
自
明
の
基
本
事
象
と
見
な

し
た
り
、
認
識
の
単
純
化
・
統
一
性
を
指
向
し
た
り
す
る
思
考
の
省
力
化
原
理
を
よ

り
よ
く
満
た
し
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
か
ら
だ
―
―
。
ジ
ン
メ
ル
は
こ
の
よ
う

に
喝
破
す
る
の
で
あ
る
(GSG
3: 41)。
第
二
の
論
点
は
、
利
己
主
義
が
最
も
単
純
な

、
、
、

行
為
原
理
だ
か
ら
最
も
根
本
的
な

、
、
、
、
行
為
原
理
だ
と
す
る
傾
向
に
つ
い
て
の
言
及
で
あ

る
。
ジ
ン
メ
ル
の
見
解
で
は
、
利
己
主
義
が
最
も
単
純
な
行
為
原
理
だ
と
い
う
根
拠

は
な
い
し
、
か
り
に
そ
う
だ
っ
た
と
し
て
も
、
だ
か
ら
と
い
っ
て

、
、
、
、
、
、
、
そ
れ
が
正
し
い
説

明
で
あ
る
こ
と
の
証
明
に
は
な
ら
ず
、
そ
う
考
え
る
の
は
単
に
「
真
理
は
つ
ね
に
単

純
で
あ
る
」
と
い
う
誤
っ
た
通
念
に
囚
わ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
(ibid.: 

110-)。
 

 
ジ
ン
メ
ル
は
こ
う
し
て
、
利
己
主
義
が
〈
行
為
の
自
然
で
単
純
な
動
機
だ
か
ら
そ

の
唯
一
の
根
本
動
因
で
あ
る
〉
と
断
定
す
る
通
俗
の
思
考
回
路
を
解
体
す
る
が
、
同

時
に
、
行
為
の
根
本
動
因
は
〈
利
己
主
義
な
の
か
そ
れ
と
も
利
他
主
義
な
の
か
〉
と

い
う
二
者
択
一
的
思
考
を
も
批
判
の
俎
上
に
の
ぼ
す
。
な
ぜ
こ
の
二
項
対
立
図
式
が

無
効
な
の
か
、
ジ
ン
メ
ル
の
挙
げ
る
根
拠
は
次
の
よ
う
も
の
だ
。
❶
一
般
的
に
、
行

為
者
自
身
の
意
識
に
行
為
の
目
的
・
動
機
が
明
確
か
つ
的
確
に
与
え
ら
れ
て
い
る
と

い
う
、
理
論
学
派
と
歴
史
学
派
に
共
通
す
る
ド
グ
マ
を
ジ
ン
メ
ル
は
共
有
し
な
い
。

無
意
識
的
に
は
利
他
的
に
動
機
づ
け
ら
れ
な
が
ら
利
己
的
に
行
為
し
て
い
る
と
思
い

込
ん
で
い
る
者
も
い
れ
ば
、
心
底
に
抱
く
利
己
主
義
を
他
者
ば
か
り
か
自
分
自
身
に

対
し
て
も
隠
そ
う
と
す
る
者
も
い
る
し
、
ま
た
良
心
の
呵
責
か
ら
く
る
苦
痛
を
避
け

る
と
い
う
利
己
主
義
的
動
機
か
ら
利
己
心
を
押
さ
え
る
者
も
い
る
と
ジ
ン
メ
ル
は
い

う
(ibid.: 94)。
そ
の
結
果
は
、
あ
る
行
為
の
根
本
動
機
が
利
己
目
的
な
の
か
利
他
目

的
な
の
か
、
そ
の
判
別
は
困
難
と
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
❷
か
り
に
利
他
主
義

が
当
初
は
利
己
主
義
の
実
現
手
段
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
や
が
て
自
己
目
的

と
し
て
自
立
化
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
社
会
関
係
の
拡
大
・
分
化
が
進
展
し
文
化
が

高
度
化
す
る
ほ
ど
、
利
己
目
的
の
実
現
に
は
そ
の
手
段
と
し
て
利
他
的
で
一
般
的
・

社
会
的
な
媒
介
形
式
が
必
要
と
な
り
、
目
的
手
段
の
連
鎖
が
長
大
化
・
複
雑
化
す
れ

ば
、こ
の
手
段
自
体
が
自
立
化
し
自
己
目
的
に
転
化
し
う
る
か
ら
で
あ
る
(ibid.: 94-, 

147)。
❸
行
為
動
機
が
利
己
的
関
心
で
あ
ろ
う
と
利
他
的
関
心
で
あ
ろ
う
と
、
そ
の

い
ず
れ
の
関
心
も
、
最
初
は
個
人
利
害
へ
向
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
一
般
化
・

抽
象
化
作
用
に
よ
り
普
遍
的
・
客
観
的
な
規
範
・
事
象
そ
の
も
の
へ
の
関
心
へ
と
転

化
し
う
る
。
そ
う
な
る
と
利
己
利
他
の
識
別
は
困
難
に
な
る
(ibid.: 149)。「
人
へ
の

関
心
か
ら
事
象
へ
の
関
心
の
分
離
は
…
…
倫
理
生
活
に
お
け
る
最
も
重
要
な
過
程
の

一
つ
で
あ
る
。
こ
の
過
程
は
利
己
主
義
的
関
心
と
利
他
主
義
的
関
心
の
い
ず
れ
を
起

点
に
し
て
も
開
始
で
き
る
こ
と
で
、
両
者
を
つ
な
ぐ
最
強
の
媒
介
の
一
つ
で
あ
り
、

意
志
活
動
の
性
格
を
つ
ね
に
、
利
己
主
義
的
か
利
他
主
義
的
か
の
い
ず
れ
か
と
見
な

そ
う
と
す
る
こ
と
が
誤
り
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
」
(ibid.: 153)。
ジ
ン
メ
ル

は
―
―
お
そ
ら
く
ニ
ー
チ
ェ
の
、「
自
由
主
義
的
な
個
人
主
義
」
と
は
異
な
る
「
客
観

的
な
人
格
主
義
」
(GSG
1: 403)の
思
想
に
触
発
さ
れ
て
―
―
こ
の
動
機
の
事
象
化
・

客
観
化
・
規
範
化
と
い
う
考
え
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
、
行
為
の
動
機
の
可
能
性
は
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利
己
主
義
と
利
他
主
義
に
限
ら
れ
ず
、
世
界
調
和
・
秩
序
と
い
っ
た
「
客
観
的
な
価

値
へ
の
感
情
」、
つ
ま
り
個
人
へ
の
帰
結
に
は
無
関
係

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
な
「
客
観
的
動
機
」
も
あ
り
う

る
と
い
う
結
論
に
至
っ
て
い
る
(GSG
6: 309)。
❹
人
間
の
心
理
は
表
層
・
中
層
・
深

層
か
ら
成
る
多
層
体
で
あ
り
、
ま
た
完
全
な
実
体
で
は
な
く
て
機
能
的
な
多
様
体
・

錯
綜
体
で
あ
る
た
め
、
行
為
の
理
由
・
動
機
も
多
層
的
・
多
面
的
で
あ
り
、
ど
の
層

を
基
準
に
す
る
か
に
依
存
し
て
利
己
的
に
で
も
利
他
的
に
で
も
な
り
う
る
(GSG
3.: 

110-)。
さ
ら
に
、
と
り
わ
け
大
小
多
数
の
社
会
圏
が
複
合
す
る
高
度
社
会
で
は
、
あ

る
行
為
の
基
本
性
質
が
利
己
的
か
利
他
的
か
は
、
基
準
点
と
し
て
選
ば
れ
る
社
会
圏

に
依
存
し
て
相
対
的
に
し
か
決
ま
ら
な
い
(ibid.: 160-)。
狭
小
社
会
圏
で
は
利
他
的

な
行
為
も
、
中
規
模
社
会
圏
で
は
利
己
的
に
な
り
、
大
規
模
社
会
圏
で
は
再
び
利
他

的
と
な
る
こ
と
も
あ
り
う
る
の
で
あ
る
。
結
局
、
ジ
ン
メ
ル
の
利
己
利
他
論
か
ら
見

れ
ば
、行
為
の
根
本
動
機
を
、メ
ン
ガ
ー
の
よ
う
に
利
己
主
義
に
還
元
す
る
こ
と
も
、

シ
ュ
モ
ラ
ー
の
よ
う
に
独
立
因
子
と
し
て
相
互
に
分
離
さ
れ
た
利
己
主
義
と
利
他
主

義
の
妥
協
や
共
働
に
求
め
る
こ
と
も
、
と
も
に
退
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
（
６
）

 

 

 
 

３
．
ジ
ン
メ
ル
と
精
神(

文
化)

科
学
論
争 

  
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
の
有
名
な
学
長
就
任
講
演
「
歴
史
学
と
自
然
科
学
」（
一
八
八

四
年
）
は
、
デ
ィ
ル
タ
イ
に
よ
る
〈
精
神
科
学
と
自
然
科
学
〉
の
区
分
を
棄
却
し
、

「
精
神
と
自
然
」
と
い
う
認
識
対
象
の
実
質
的
内
容
に
基
づ
く
区
分
原
理
か
ら
、「
個

性
記
述
的
方
法
と
法
則
定
立
的
方
法
」
と
い
う
認
識
の
方
法
論
的
・
形
式
的
な
区
分

原
理
へ
の
根
本
的
な
転
回
を
図
っ
た
試
み
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
は

同
時
に
、
カ
ン
ト
の
構
成
主
義
的
認
識
論
の
考
え
方
を
科
学
的
認
識
の
区
分
問
題
に

応
用
し
た
も
の
と
も
受
け
止
め
ら
れ
て
き
た
。
以
下
、
こ
う
し
た
評
価
に
若
干
の
疑

義
を
提
示
し
た
い
。
 

 
と
り
わ
け
問
題
に
し
た
い
の
は
、
法
則
定
立
的
方
法
と
個
性
記
述
的
方
法
と
の
二

分
法
と
そ
の
根
拠
で
あ
る
。
講
演
の
な
か
に
は
、「
経
験
科
学
は
…
…
自
然
法
則
の
形

式
に
お
け
る
普
遍
的
な
も
の
か
、
あ
る
い
は
歴
史
的
に
規
定
さ
れ
た
形
に
お
け
る
個

別
的
な
も
の
の
い
ず
れ
か
を
探
求
す
る
。
…
…
。
一
方
は
法
則
科
学
で
あ
り
、
他
方

は
出
来
事
の
科
学
で
あ
る
。
科
学
的
思
考
は
…
…
一
方
は
法
則
定
立
的

、
、
、
、
、
で
、
他
方
は

個
性
記
述
的

、
、
、
、
、
な
の
で
あ
る
」
と
い
う
よ
く
知
ら
れ
た
箇
所
が
あ
り
、
そ
の
後
、
そ
れ

は
「
自
然
科
学
的
分
野
と
歴
史
的
分
野
の
対
立
」
と
も
言
え
る
が
、
心
理
学
を
自
然

科
学
に
分
類
す
る
の
が
そ
の
前
提
だ
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
(W
indelband, 1894a: 

12)。
で
は
、
こ
の
方
法
論
的
二
分
法
の
根
拠
は
何
か
。
心
理
学
も
自
然
科
学
も
つ

ね
に
法
則
を
探
求
す
る
の
に
対
し
、「
一
般
に
精
神
科
学
と
呼
ば
れ
て
い
る
よ
う
な
経

験
的
な
科
学
分
野
の
大
半
、
、
」（
傍
点
池
田
）
が
一
回
的
な
個
別
事
象
の
叙
述
を
目
指
し

て
い
る
か
ら
だ
と
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
は
い
う
(ibid.: 10)。
こ
の
点
は
重
要
な
の
で
、

も
う
一
度
確
認
し
て
お
く
。
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
に
と
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
精
神
科
学

、
、
、
、

の
大
半
が
個
性
記
述
科
学
か
ら
構
成

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
こ
と
が
、
自
然
科
学
的
方

法
・
科
学
に
個
性
記
述
的
方
法
・
科
学
を
対
置
す
る
根
拠
な
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た

こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
に
あ
っ
て
は
、
法
則
定
立
的
方
法

と
個
性
記
述
的
方
法
の
二
分
法
が
、
経
験
科
学
全
般
を
完
全
に
二
分
割
す
る
原
理
と

し
て
も
、
ま
た
自
然
科
学
と
歴
史
系
科
学
（
の
み
）
の
区
分
原
理
と
し
て
も
、
な
ん

ら
躊
躇
な
く
併
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。そ
の
理
由
は
単
純
で
あ
る
。す
な
わ
ち
、
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第
一
に
、
自
然
科
学
は
普
遍
的
法
則
を
追
究
し
、
歴
史
学
は
一
回
的
な
個
別
的
な
過

程
を
叙
述
す
る
と
い
う
の
が
そ
れ
ぞ
れ
の
科
学
分
野
の
認
識
目
標
・
課
題
で
あ
り
、

第
二
に
、
歴
史
学
が
人
文
社
会
科
学
の
代
表
モ
デ
ル
で
あ
り
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
で
あ
る

と
い
う
こ
と
が
、
当
時
の
ド
イ
ツ
の
学
界
、
と
り
わ
け
歴
史
学
派
の
間
で
広
く
共
有

さ
れ
た
自
明
の
了
解
事
項
で
あ
っ
た
か
ら
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
 

 
こ
の
連
関
で
興
味
を
引
く
の
は
、
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
と
リ
ッ
カ
ー
ト
に
対
す
る

デ
ィ
ル
タ
イ
の
未
完
の
批
評
草
稿
（
一
九
〇
四
〜
〇
六
年
）
で
あ
る
。
デ
ィ
ル
タ
イ

は
そ
の
な
か
で
、
二
人
が
自
分
と
は
「
精
神
科
学
に
つ
い
て
ま
っ
た
く
別
の
概
念
、

そ
の
課
題
に
つ
い
て
ま
っ
た
く
別
の
規
定
」
(D
ilthey, 1990: 412)を
与
え
て
い
る

と
指
摘
し
つ
つ
も
、
自
分
と
二
人
と
の
間
の
「
意
見
の
一
致
」
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

「
二
人
と
も
﹇
わ
た
し
と
﹈
同
様
に
精
神
科
学
に
お
け
る
単
一
的
な
も
の
と
個
性
的

な
も
の
の
意
義
を
認
め
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
」点
に
触
れ
て
い
る
の
で
あ
る
(ibid.: 

411)。
脚
注
で
わ
ざ
わ
ざ
『
精
神
科
学
序
説
』
の
該
当
箇
所
を
挙
げ
て
い
る
と
こ
ろ

を
見
る
と
、〈
法
則
定
立
的
―
個
性
記
述
的
〉
と
い
う
対
比
の
実
質
的
な
観
念
内
容
そ

れ
自
体
は
自
分
の
方
が
は
る
か
に
早
く
認
識
し
て
い
た
の
だ
と
、
デ
ィ
ル
タ
イ
は
釘

を
刺
し
て
お
き
た
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
既
述
の
よ
う
に
、
そ
れ
は

当
時
す
で
に
学
界
の
〝
通
念
〞
で
あ
っ
た
の
だ
。
た
と
え
ば
、
メ
ン
ガ
ー
に
と
っ
て

す
ら
、
す
で
に
第
一
節
で
言
及
し
た
よ
う
に
、
個
性
的
・
歴
史
的
認
識
と
一
般
的
・

理
論
的
認
識
と
は
科
学
的
認
識
の
基
本
的
な
二
つ
の
形
態
な
の
で
あ
る
。
ヴ
ィ
ン
デ

ル
バ
ン
ト
の
〈
功
績
〉
は
、
こ
の
よ
う
に
す
で
に
広
く
定
着
し
て
い
た
科
学
的
認
識

の
二
つ
の
関
心
・
課
題
・
目
標
を
、
方
法
論
的
・
認
識
論
的
な
区
分
原
理
に
仕
立
て

上
げ
―
―
講
演
の
な
か
で
は
科
学
的
認
識
の
「
目
的
」、「
価
値
」、
方
法
論
的
原
理
が

平
然
と
等
置
さ
れ
て
い
る
―
―
、“nom

othetisch-idiographisch“

（
法
則
定
立

的
‐
個
性
記
述
的
）
と
い
う
ラ
テ
ン
語
の
造
語
で
〝
箔
〞
を
つ
け
て
印
象
効
果
を
強

め
た
こ
と
に
す
ぎ
な
い
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
 

 
も
っ
と
も
、
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
は
自
己
の
方
法
論
的
区
分
が
「
知
識
の
扱
い
方

だ
け
を
区
分
す
る
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
内
容
自
体
を
区
分
す
る
も
の
で
は
な
い
」
こ
と

に
注
意
を
促
し
、
同
じ
客
体
で
も
視
点
次
第
で
法
則
定
立
的
研
究
の
対
象
に
も
個
性

記
述
的
研
究
の
対
象
に
も
な
り
う
る
と
し
(W
indelband, 1894a: 12)、
そ
の
事
例

と
し
て
言
語
学
、
生
理
学
、
地
質
学
、
天
文
学
、
生
物
学
を
挙
げ
て
い
る
（
社
会
科

学
が
ま
っ
た
く
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
に
注
意
）。人
文
社
会
科
学
方
法
論
争
史
に
お

い
て
ほ
と
ん
ど
言
及
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
が
非
常
に
重
要
な
文
献
で
あ
る
、
ジ
ン
メ

ル
『
歴
史
哲
学
』
に
対
す
る
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
の
書
評
に
お
い
て
、
こ
の
論
点
が

さ
ら
に
展
開

、
、
、
、
、
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
見
て
み
よ
う
。
Ⓐ
「
…
…
[法
則
定
立
と
個

性
記
述
の
]こ
の
対
比
に
よ
っ
て
、
一
定
の
方
法
に
し
た
が
っ
た
、
数
多
く
の
諸
科
学

の
研
究
が
そ
の
中
間
に
広
が
る
よ
う
な
両
極
端
の
基
準
点

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
の
み
を
特
徴
づ
け
よ
う
と

し
た
こ
と
を
忘
れ
ず
に
繰
り
返
し
て
お
く
」
 (W
indelband, 1894b: 112
傍
点
池

田
)。Ⓑ
自
然
法
則
概
念
を「
普
遍
的
判
断
と
い
う
意
味
に
お
い
て
き
わ
め
て
厳
密
に
」

捉
え
れ
ば
、
法
則
定
立
科
学
は
「
心
理
学
、
物
理
学
、
そ
れ
に
せ
い
ぜ
い
化
学
」
に

限
ら
れ
る
。
そ
う
な
る
と
、
生
理
学
、
生
物
学
の
諸
分
野
、
天
文
学
、
地
質
学
、
人

口
統
計
学
は
「
規
則
性
」
を
扱
う
だ
け
と
な
る
が
、
こ
の
規
則
性
を
「
暫
定
的
か
つ

広
い
意
味
に
お
い
て
〈
法
則
〉」
と
呼
べ
る
な
ら
ば
、
そ
う
し
た
規
則
性
を
歴
史
諸
科

学
に
お
い
て
も
〈
法
則
〉
と
見
な
す
こ
と
に
異
存
は
な
い
―
―
(同
右
)。
 

 
ま
ず
先
に
、
後
半
部
分
Ⓑ
に
つ
い
て
い
え
ば
、
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
は
こ
こ
で
初
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め
て
、
厳
密
な
意
味
で
の
法
則
概
念
と
規
則
性
と
い
う
暫
定
的
で
広
義
の
法
則
概
念

と
を
区
別
し
、
歴
史
諸
科
学
に
お
い
て
も
後
者
の
意
味
で
の
法
則
定
立
が
課
題
と
な

り
う
る
と
明
言
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
の
こ
の
新
た
な
認
識
、

あ
る
い
は
少
な
く
と
も
新
た
な
定
式
化
が
、
ま
さ
に
ジ
ン
メ
ル
の
行
な
っ
た
厳
密
法

則
概
念
と
規
則
性
概
念
の
峻
別
(GSG
2, 339-; cf. GSG
1: 391; 2: 125; 5: 37, 

51)に
触
発
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
ま
ず
確
認
し
て
お
こ
う
。
（
７
）

し
か
し
同
時

に
、
法
則
概
念
を
、
自
然
科
学
の
一
部
に
し
か
適
用
さ
れ
な
い
〈
厳
密
な
自
然
法
則
〉

と
自
然
科
学
の
か
な
り
の
部
分
だ
け
で
な
く
歴
史
諸
科
学
に
も
適
用
さ
れ
う
る
〈
一

般
的
な
規
則
性
〉
と
に
区
分
す
る
こ
と
で
、
自
然
科
学
に
対
す
る
歴
史
科
学
の
独
自

性
を
確
保
す
る
と
い
う
本
来
の
目
的
を
果
た
す
う
え
で
も
つ
、
法
則
定
立
的
方
法
・

科
学
と
個
性
記
述
的
方
法
・
科
学
と
を
峻
別
す
る
こ
と
の
効
果
が
著
し
く
削
が
れ
る

こ
と
に
も
注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
 

 
前
半
部
分
Ⓐ
も
、
講
演
内
容
以
上
の
こ
と
を
言
明
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
経
験

科
学
全
体
の
分
類
構
図
が
、（
歴
史
学
派
的
に
理
解
さ
れ
た
）
歴
史
学
と
物
理
学
と
を

両
端
と
し
、
そ
の
中
間
に
他
の
経
験
諸
科
学
が
配
列
さ
れ
る
一
本
の
線
分
と
し
て
表

象
さ
れ
て
い
る
。
両
端
は
そ
れ
ぞ
れ
個
性
記
述
科
学
と
法
則
定
立
科
学
の
典
型
で
あ

り
、
こ
の
両
端
と
の
類
縁
度
に
応
じ
て
他
の
諸
科
学
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
他

方
、
同
じ
客
体
も
視
点
に
よ
り
個
性
記
述
的
研
究
に
も
法
則
定
立
的
研
究
の
対
象
に

な
り
う
る
と
い
う
論
点
を
考
慮
す
る
と
、
こ
の
線
分
は
両
端
部
分
を
除
け
ば
―
―
個

性
記
述
と
法
則
定
立
の
性
格
の
度
合
い
を
示
す
二
本
の
線
と
し
て
―
―
二
重
化
す
る

こ
と
に
な
る
。
歴
史
派
の
歴
史
学
と
物
理
以
外
は
、
程
度
の
違
い
は
あ
っ
て
も
、
法

則
（
規
則
性
）
定
立
が
あ
ま
ね
く
歴
史
的
諸
科
学
の
課
題
に
も
な
り
う
る
よ
う
に
、

個
性
記
述
も
あ
ま
ね
く
自
然
科
学
の
課
題
に
な
り
う
る
。
し
か
し
、
そ
う
な
れ
ば
な

る
ほ
ど
、
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
が
提
示
す
る
方
法
論
的
対
比
の
観
点
に
よ
っ
て
歴
史

系
諸
科
学
の
全
般
、
、
を
自
然
科
学
と
区
別
す
る
の
は
困
難
と
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
ま
た
、

ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
は
、
方
法
論
的
対
比
の
有
効
性
を
、
こ
の
二
重
化
を
唯
一
免
れ

て
い
る
両
極
で
あ
る
歴
史
学
派
の
歴
史
学
と
物
理
学
と
に
限
定
し
、
そ
の
こ
と
を
強

調
せ
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
に
な
る
。
科
学
的
認
識
の
分
類
原
理
に
関
し
て
ヴ
ィ
ン
デ

ル
バ
ン
ト
が
試
み
た
〝
方
法
論
的
転
回
〞
の
帰
結
は
、〈
精
神
科
学
全
体
、
、
と
自
然
科

学
〉
か
ら
〈
単
な
る

、
、
、
歴
史
学
派
の
歴
史
学
と
物
理
学
〉
へ
と
区
分
対
象
の
範
囲
が
著

し
く
縮
小
さ
れ
た
こ
と
、
そ
う
し
た
二
分
法
に
よ
る
明
確
な
区
分
を
拒
絶
す
る
数
多

の
研
究
分
野
の
存
在
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
こ
と
、
あ
る
い
は
非
自
然
科
学
と
自
然

科
学
と
の
境
界
が
限
り
な
く
溶
解
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
 

 
そ
の
う
え
、
よ
り
重
大
な
問
題
が
ま
だ
残
る
。
そ
れ
は
、
〝
方
法
論
的
転
回
〞
の

陰
で
社
会
科
学

、
、
、
、
、
な
か
で
も
社
会
学
的
な
認
識
が
科
学
的
認
識
の
分
類
リ
ス
ト
か
ら

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

消
さ
れ
た

、
、
、
、
こ
と
で
あ
る
。
デ
ィ
ル
タ
イ
の
い
う
精
神
科
学
は
「
歴
史
的
・
社
会
的
現

実
」
を
扱
う
諸
科
学
の
総
体
で
あ
り
、
そ
の
な
か
で
「
文
化
シ
ス
テ
ム
の
諸
科
学
」

の
一
部
と
「
社
会
の
外
的
組
織
の
諸
科
学
」
(D
ilthey, 1990: 64)は
社
会
的

、
、
、
現
実
を

研
究
す
る
分
野
と
見
な
さ
れ
て
い
る
し
、
ま
た
併
存
的
関
係
・
社
会
的
連
関
を
研
究

す
る
諸
科
学
は
継
起
的
関
係
・
歴
史
的
連
関
を
研
究
す
る
諸
科
学
と
対
等
の
地
位
を

与
え
ら
れ
て
い
る
(ibid.: 110-)。
し
た
が
っ
て
、
デ
ィ
ル
タ
イ
の
「
精
神
科
学
」
で

は
、
人
文
科
学
だ
け
で
な
く
社
会
科
学
に
も
―
―
未
分
化
な
様
態
で
は
あ
る
が
現
代

社
会
学
に
も
―
―
し
か
る
べ
き
市
民
権
を
与
え
ら
れ
て
い
る（
廳
2010; 同
2014）。

と
こ
ろ
が
、
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
の
「
歴
史
と
自
然
科
学
」
で
は
、
題
名
が
す
で
に
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暗
示
す
る
よ
う
に
、
非
自
然
科
学
系
の
経
験
科
学
と
い
え
ば
「
歴
史
諸
科
学
」
の
こ

と
で
し
か
な
く
、
デ
ィ
ル
タ
イ
に
お
け
る
社
会
的
現
実
を
扱
う
諸
科
学
に
対
応
す
る

分
野
は
〝
両
極
端
の
中
間
域
〞
に
も
登
場
す
る
こ
と
は
な
い
。
 

 
一
般
の
科
学
論
・
科
学
史
に
お
い
て
は
、
科
学
の
分
化
・
発
展
に
関
し
て
、
次
の

よ
う
な
理
解
図
式
が
広
く
定
着
し
て
い
る
と
言
え
る
。
そ
れ
は
、
①
自
然
科
学
の
後

に
精
神
科
学
が
発
展
し
、
②
自
然
科
学
と
精
神
（
文
化
）
科
学
と
の
対
立
が
生
じ
、

③
そ
の
後
、
精
神
（
文
化
）
科
学
の
内
部
で
狭
義
の
精
神
（
文
化
）
科
学
（
ド
イ
ツ

以
外
で
は
人
文
科
学
）
と
狭
義
の
社
会
科
学
と
が
分
化
・
対
立
し
始
め
る
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
こ
の
図
式
の
①
の
部
分
は
、
こ
の
一
般
的
な
定
式
の
ま
ま
で
は
一
面
的

で
あ
り
誤
解
を
招
き
か
ね
な
い
が
、
本
稿
で
は
そ
れ
に
立
ち
入
ら
な
い
。
問
題
な
の

は
、
②
と
③
の
関
係
が
明
確
に
誤
り
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
自
然
科
学
と
精
神
科
学

、
、
、
、
、
、
、
、
、

と
の
対
立
と
並
行
し
て

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
す
で
に
精
神
科
学
内
部
で
人
文
科
学
と
社
会
科
学
の
分

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

化
・
対
立
が
進
ん
で
い
た

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
の
で
あ
る
。
と
い
う
よ
り
も
、
こ
の
二
つ
の
対
立
は
同
じ
、
、

過
程
の
二
つ
の
側
面

、
、
、
、
、
、
、
、
な
の
で
あ
る
。
前
者
の
対
立
の
内
実
が
精
神
科
学
の
社
会
科
学

化
、
後
に
触
れ
る
リ
ッ
カ
ー
ト
の
用
語
を
用
い
れ
ば
、
一
般
化
＝
自
然
科
学
的
方
法

を
駆
使
す
る
文
化
科
学
分
野
の
〝
勢
力
拡
大
〞
に
存
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
も

か
か
わ
ら
ず
右
の
よ
う
な
誤
っ
た
理
解
図
式
が
定
着
し
た
の
に
は
、
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ

ン
ト
の
〝
方
法
論
的
転
回
〞
が
大
き
く
影
響
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
 

 
さ
て
、
リ
ッ
カ
ー
ト
は
、
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
の
衣
鉢
を
継
ぎ
つ
つ
、
こ
の
〝
方

法
論
的
転
回
〞
に
新
考
案
を
加
え
る
。
ま
ず
、「
精
神
、
、
科
学
と
自
然
科
学
」
に
代
わ
っ

て
「
文
化
、
、
科
学
と
自
然
科
学
」
の
二
分
法
を
提
示
す
る
。
そ
の
さ
い
の
課
題
は
「
文

化
科
学
の
本
質
と
意
義
、
な
ら
び
に
自
然
科
学
に
対
す
る
そ
の
関
係
」
(Rickert, 

1899: 1)を
明
ら
か
に
し
、「
非
自
然
科
学
的
な
経
験
的
科
学
分
野
に
共
通
の
関
心
、

課
題
、
方
法
を
規
定
し
、
自
然
科
学
者
の
そ
れ
と
は
区
別
で
き
る
よ
う
な
概
念
を
展

開
す
る
」
こ
と
(Rickert, 1910: 1)と
な
る
。
こ
の
新
し
い
分
類
法
に
よ
り
、
自
然

科
学
と
文
化
科
学
の「
両
分
野
の
境
界
が
頻
繁
に
不
当
な
仕
方
で
越
境
さ
れ
て
い
る
」

(ibid.,: 5, cf.128)事
態
、
つ
ま
り
歴
史
学
派
に
と
っ
て
の
危
機
状
況
に
対
し
て
、
よ

り
有
効
に
対
処
で
き
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
同
時
に
、
こ
の
分
類
法
を
用
い
れ

ば
、
心
理
学
を
精
神
科
学
に
お
け
る
基
礎
科
学
に
祭
り
上
げ
る
と
い
う
、
精
神
科
学

概
念
に
含
意
さ
れ
て
い
る
構
想
を
破
綻
に
追
い
込
め
る
だ
け
で
な
く
、
心
理
学
そ
の

も
の
を
文
化
科
学
か
ら
自
然
科
学
の
分
野
に
追
放
で
き
る
た
め
、
文
化
科
学
に
お
け

る
主
導
科
学
と
し
て
の
歴
史
学
派
の
地
位
を
保
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
目
算

が
は
た
ら
い
て
い
る
の
も
見
逃
せ
な
い
。
し
か
し
、
リ
ッ
カ
ー
ト
は
他
方
で
、
自
ら

の
検
討
課
題
を
「
個
別
科
学
の
叙
述
の
二
つ
の
基
本
形
態

、
、
、
、
の
明
確
化
」、
あ
る
い
は
―

―
先
に
触
れ
た
ジ
ン
メ
ル
へ
の
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
の
書
評
を
彷
彿
さ
せ
る
表
現
で

―
―
「
あ
る
意
味
で
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
経
験
科
学
が
そ
の
中
間
に
広
が
る
よ
う
な

両
極
端

、
、
、
の
説
明
」
((Rickert, 1899: 8)、
つ
ま
り
歴
史
学
派
の
諸
科
学
と
物
理
学
と

い
う
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
科
学
と
そ
れ
ぞ
れ
に
特
有
で
、
か
つ
互
い
に
対
立
し
合
う
関

心
・
目
的
・
方
法
の
考
察
に
限
定
し
て
い
る
の
だ
と
言
い
張
る
の
で
あ
る
。
と
り
わ

け
、
中
間
域
の
大
半
の
科
学
分
野
に
は
「
文
化
科
学
と
自
然
科
学
」
の
区
分
原
理
は

妥
当
し
な
い
と
い
う
批
判
に
対
し
て
は
、
両
極
端
の
説
明
と
い
う
限
定
さ
れ
た
課
題

設
定
を
も
ち
だ
し
て
対
抗
す
る
の
で
あ
る
(Rickert, 1921: 19, 118)。
 

 
〝
方
法
論
的
転
回
〞
に
対
す
る
リ
ッ
カ
ー
ト
の
も
う
ひ
と
つ
の
新
機
軸
は
、
二
組

の
分
類
原
理
を
立
て
、
両
者
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
自
然
科
学
に
対
す
る
歴
史
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的
文
化
科
学
の
独
自
性
を
確
保
す
る
一
方
で
、
経
験
科
学
全
体
の
分
類
（
自
然
科
学

と
文
化
科
学
の
区
分
）と
い
う
課
題
も
果
た
そ
う
と
し
た
点
に
あ
る
。そ
の
一
組
は
、

認
識
方
法
の
違
い
に
基
づ
く
形
式
的
な
分
類
原
理
で
、
一
回
的
で
個
別
的
な
も
の
の

叙
述
を
目
指
す
個
性
化
＝
歴
史
的
方
法
と
普
遍
法
則
の
定
立
を
目
指
す
一
般
化
＝
自

然
科
学
的
方
法
の
対
置
で
あ
る
。
こ
れ
は
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
の
個
性
記
述
的
方
法

と
法
則
定
立
的
方
法
の
対
置
を
ほ
ぼ
継
承
す
る
も
の
で
あ
り
、
事
実
、
初
版
で
は
ま

だ
「
個
性
化
―
一
般
化
」
と
い
う
用
語
で
は
な
く
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
の
用
語
で
表

現
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
す
で
に
問
題
な
の
は
、
個
性
化
方
法
と
歴
史
的
方
法
が
自

明
の
ご
と
く
等
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
等
置
の
正
当
化
の
た
め
に
、
リ

ッ
カ
ー
ト
は
「〈
歴
史
〉
そ
れ
自
体
を
話
題
に
す
る
者
は
、
あ
る
事
象
の
一
回
的
で
個

、
、
、
、
、

性
的
な
過
程

、
、
、
、
、
の
こ
と
を
い
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
と
り
わ
け
哲
学
で
は
、
歴
史
的
な

も
の
を
特
殊
的
な
も
の
と
し
て
、
一
般
的
な
も
の
と
し
て
の
自
然
に
対
置
す
る
の
が

普
通
で
あ
る
」
と
歴
史
学
派
の
〝
通
説
〞
に
訴
え
る
一
方
で
、
自
然
科
学
に
お
け
る

「
自
然
史
」
や
「
発
展
史
（
進
化
史
）」
の
動
き
に
対
し
て
は
「
し
か
し
そ
れ
は
例
外

で
あ
る
」(Rickert, 1921: 67)と
し
て
あ
っ
さ
り
と
切
り
捨
て
る
の
で
あ
る
。さ
て
、

も
う
一
組
は
、
認
識
対
象
の
内
容
の
違
い
に
基
づ
く
実
質
的
な
分
類
原
理
で
あ
り
、

こ
れ
に
よ
り
文
化
科
学
と
自
然
科
学
と
が
区
分
さ
れ
る
。そ
の
さ
い
の
区
分
徴
表
は
、

対
象
が
わ
れ
わ
れ
に
対
し
て
も
つ
文
化
的
な
意
義
、
あ
る
い
は
対
象
に
対
す
る
わ
れ

わ
れ
の
文
化
的
な
関
心
の
有
無
で
あ
る
。
認
識
に
あ
た
り
対
象
を
文
化
価
値
に
関
係

づ
け
る
か
否
か
で
あ
る
。
（
８
）

し
か
し
、
自
然
科
学
と
は
異
な
る
関
心
に
基
づ
く
、
非
自

然
科
学
的
認
識
の
対
象
規
定
・
選
択
の
可
能
性
は
当
然
だ
と
し
て
も
、
そ
の
関
心
が

も
っ
ぱ
ら
文
化
的
な

、
、
、
、
関
心
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
必
然
性
は
な
い
わ
け
で
あ

り
、
そ
れ
を
必
然
視
し
て
し
ま
う
の
は
リ
ッ
カ
ー
ト
が
ま
さ
に
〝
文
化
至
上
主
義
〞

に
濃
厚
に
染
ま
っ
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
さ
て
、
こ
の
二
組
を
組
み
合
わ
せ

る
と
、
経
験
科
学
全
体
は
①
歴
史
的
文
化
科
学
と
②
純
粋
な
自
然
科
学
、
お
よ
び
そ

の
中
間
域
に
お
け
る
③
「
内
容
的
に
は
文
化
科
学
的
で
方
法
的
に
は
自
然
科
学
的
な

研
究
」
と
④
「
内
容
的
に
は
自
然
科
学
的
で
方
法
的
に
は
歴
史
学
的
な
研
究
」
(ibid.: 

19)の
四
種
類
に
分
類
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
二
組
の
分
類
原
理
の
組
み
合
わ
せ
に

よ
り
、
文
化
科
学
で
も
自
然
科
学
的
手
法
に
従
う
分
野
も
多
い
う
え
に
、
自
然
科
学

で
も
歴
史
的
手
法
に
基
づ
く
分
野
が
少
な
く
な
い
(W
undt, 1901: 62-)と
い
う
現

実
に
対
し
、よ
り
ス
マ
ー
ト
に
対
応
で
き
る
と
い
う
わ
け
だ
が
、し
か
し
そ
の
結
果
、

リ
ッ
カ
ー
ト
の
議
論
の
混
乱
と
不
整
合
は
ま
す
ま
す
拡
大
し
て
い
く
。
 

 
第
一
に
、
リ
ッ
カ
ー
ト
は
一
方
で
は
実
質
的
観
点
に
対
す
る
形
式
的
観
点
の
も
つ

決
定
的
な
重
要
性
を
強
調
し
、「
科
学
論
を
真
に
論
理
的
に

、
、
、
、
行
お
う
と
す
る
な
ら
ば
、

こ
の
形
式
的
な
違
い
を
基
礎
に
据
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
(Rickert, 1921: 63)

と
言
う
。
し
か
し
、
同
じ
ペ
ー
ジ
の
脚
注
で
早
く
も
、「
目
指
し
て
い
る
そ
れ
ぞ
れ
の

目
標
に
応
じ
て
、
両
方
と
も
同
じ
よ
う

、
、
、
、
に
正
当
な
の
で
あ
る
」
と
後
々
の
展
開
の
た

め
の
伏
線
を
張
る
。
つ
ま
り
、
デ
ィ
ル
タ
イ
批
判
か
ら
離
れ
、
自
然
科
学
に
対
す
る

文
化
科
学
の
境
界
線
を
独
自
に
確
定
す
る
こ
と
が
問
題
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
形
式

的
観
点
を
背
景
に
押
し
や
り
実
質
的
観
点
を
前
面
に
押
し
だ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
に
な
る
の
だ
。
そ
こ
で
リ
ッ
カ
ー
ト
は
二
つ
の
分
類
観
点
の
対
等
性
を
繰
り
返

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
が
、
そ
れ
は
実
質
的
観
点
か
ら
形
式
的
観
点
へ
の
〝
方

法
論
的
転
回
〞
、
つ
ま
り
は
カ
ン
ト
批
判
主
義
の
科
学
論
へ
の
適
用
が
事
実
上
、
破

綻
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
も
そ
も
、「
精
神
」
科
学
か
ら
「
文
化
」
科
学
へ
の
転
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換
が
た
だ
単
に
「
精
神
」
と
い
う
ひ
と
つ
の
実
質
的
観
点
か
ら
「
文
化
」
と
い
う
別

の
実
質
的
観
点
へ
の
転
回
に
基
づ
く
も
の
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
文
化
科
学

概
念
が
〝
方
法
論
的
転
回
〞
の
構
想
と
齟
齬
を
き
た
す
こ
と
は
は
じ
め
か
ら
避
け
ら

れ
な
い
の
で
あ
る
。
 

 
第
二
に
、
リ
ッ
カ
ー
ト
が
抱
え
込
ん
だ
難
題
の
一
つ
に
、
二
組
の
分
類
原
理
が
内

的
に
ど
う
関
連
す
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
課
題
が
あ
る
。
彼
の
回
答
は
、〈
あ
る
事

象
の
文
化
価
値
は
そ
の
差
異
性
に
基
づ
く

、
、
、
、
、
、
、
、
よ
っ
て
文
化
価
値
の
点
で
考
察
さ
れ
る

現
実
は
そ
の
特
殊
性
・
個
性
の
点
で
考
察
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
〉
と
い
う
も
の
で
あ

る
(ibid.: 90-)。
し
か
し
、
文
化
価
値
が
差
異
性
・
個
性
に
基
づ
く
と
い
う
の
は
決

し
て
自
明
で
は
な
く
、
リ
ッ
カ
ー
ト
が
そ
れ
を
自
明
視
す
る
の
は
、
彼
自
身
が
ロ
マ

ン
主
義
的
・
歴
史
主
義
的
な
価
値
観
に
呪
縛
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
、

か
り
に
文
化
的
価
値
を
帯
び
た
も
の
が
一
回
的
で
個
性
的
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
一

回
的
で
個
性
的
な
も
の
が
文
化
的
に
価
値
を
有
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
実
際
、
リ
ッ

カ
ー
ト
自
身
、
一
回
的
で
個
性
的
な
も
の
す
べ
て
が
歴
史
的
に
意
義
を
も
つ
わ
け
で

は
な
く
、
そ
れ
ら
の
な
か
で
歴
史
的
に
本
質
的
な
も
の
と
非
本
質
的
な
も
の
と
を
区

別
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
い
う
。
で
は
、
そ
の
識
別
基
準
は
何
か
。
リ
ッ
カ
ー
ト
の

答
え
は
、「
文
化
に
付
着
す
る
価
値
、
、
お
よ
び
価
値
へ
の
関
係
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
、
叙

述
可
能
な
歴
史
的
個
性
の
概
念
が
構
成
さ
れ
る

、
、
、
、
、
の
で
あ
る
」
(ibid.: 93)と
い
う
も
の

で
あ
る
。
つ
ま
り
リ
ッ
カ
ー
ト
は
、
文
化
価
値
の
基
礎
と
さ
れ
る
差
異
性
・
個
性
概

念
が
、
結
局
は
文
化
価
値
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
構
成
さ
れ
る
も
の
だ
と
主
張
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
こ
の
紛
れ
も
な
い
循
環
論
法
は
、
リ
ッ
カ
ー
ト
に
よ
る
二
組
の
分
類

原
理
の
内
的
関
連
づ
け
が
完
全
に
失
敗
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。「
い
か
に
移

行
形
態
と
中
間
形
態
が
あ
ろ
う
と
」、
自
然
科
学
で
は
「
主
と
し
て

、
、
、
、
自
然
科
学
的
な
方

法
に
従
っ
て
」、
文
化
科
学
で
は
「
主
と
し
て

、
、
、
、
歴
史
的
方
法
に
従
っ
て
」
対
処
さ
れ
て

い
る
(ibid.: 19)な
ど
と
い
う
お
よ
そ
没
論
理
的
で
〈
超
実
証
主
義
的
〉
な
、
し
か
も

単
純
な
事
実
確
認
と
し
て
も
ま
っ
た
く
不
正
確
な
根
拠
を
も
ち
だ
さ
ざ
る
を
え
な
い

こ
と
か
ら
見
て
も
、
こ
の
失
敗
は
明
白
で
あ
る
(D
ilthey, 1990: 418)。
さ
ら
に
言

え
ば
、
他
な
ら
ぬ
価
値
関
係
づ
け
こ
そ
が
歴
史
的
な
個
性
化
方
法
を
可
能
に
す
る
と

い
う
の
で
あ
れ
ば
、
文
化
科
学
は
す
べ
て
個
性
化
方
法
に
従
う
こ
と
に
な
り
、
彼
の

い
う
一
般
化
方
法
の
文
化
科
学
な
ど
あ
り
え
な
い
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
 

 
〝
方
法
論
的
転
回
〞
に
関
わ
る
リ
ッ
カ
ー
ト
の
二
つ
の
新
機
軸
は
、
カ
ン
ト
批
判

主
義
を
発
展
さ
せ
て
科
学
的
認
識
の
概
念
形
成
の
違
い

、
、
、
、
、
、
、
を
確
定
す
る
と
い
う
企
図
に

基
づ
い
て
お
り
、
こ
れ
が
リ
ッ
カ
ー
ト
の
科
学
論
へ
の
高
い
評
価
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
こ
の
点
で
興
味
を
ひ
く
の
が
、『
文
化
科
学
と
自
然
科
学
』
の
送
呈
に

対
し
て
ジ
ン
メ
ル
が
返
礼
し
た
リ
ッ
カ
ー
ト
宛
の
書
簡
（
一
八
九
八
年
十
二
月
三
一

日
付
）
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
ジ
ン
メ
ル
は
、「
ほ
ぼ
す
べ
て
に
わ
た
っ
て
同
意
で
き

る
の
は
嬉
し
い
限
り
で
す
」
と
言
い
つ
つ
も
、「
た
だ
、
こ
う
し
た
方
法
論
的
な
確
認

を
さ
ら
に
認
識
論
的
な
も
の
、
い
や
形
而
上
学
的
な
も
の
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
よ
う
に
思
え
ま
す
」
(GSG
22: 319)と
付
け
加
え
て
い
る
。
こ
の

短
い
コ
メ
ン
ト
は
、
区
分
問
題
に
関
す
る
リ
ッ
カ
ー
ト
の
試
み
が
、
概
念
形
成
の
違

い
を
生
み
だ
す
ア
プ
リ
オ
リ
な
認
識
論
的
前
提
の
違
い
の
剔
抉
に
ま
で
は
至
っ
て
い

な
い
た
め
に
、
カ
ン
ト
批
判
主
義
の
適
用
・
発
展

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
と
い
う
課
題
に
照
ら
し
て
不
十
分

で
あ
る
と
ジ
ン
メ
ル
が
判
断
し
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ジ
ン
メ

ル
に
は
、
自
然
科
学
以
外
の
経
験
科
学
に
お
い
て
も
そ
の
ア
プ
リ
オ
リ
な
認
識
論
的
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条
件
を
徹
底
し
て
問
う
と
い
う
こ
と
を
、
ポ
ス
ト
批
判
主
義
哲
学
の
中
心
課
題
と
し

て
提
示
し
た
の
は
他
の
誰
で
も
な
い
自
分
で
あ
る
と
い
う
自
負
も
あ
る
の
か
も
し
れ

な
い
。
 

  と
こ
ろ
で
、
先
に
触
れ
た
人
文
科
学
と
社
会
科
学
の
対
立
は
、
リ
ッ
カ
ー
ト
の
分

類
図
式
で
は
ど
う
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
文
化
科
学
が
個
性
化
の
歴
史
的
文
化
科
学

と
一
般
化
の
自
然
科
学
的
文
化
科
学
と
に
区
分
さ
れ
、
ま
た
先
に
み
た
通
り
、
経
済

学
内
部
で
も
歴
史
学
派
と
抽
象
学
派
の
併
存
が
認
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、

人
文
科
学
と
社
会
科
学
の
対
立
は
存
在
し
な
い
か
の
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
リ
ッ
カ
ー
ト
に
お
い
て
は
、
歴
史
的
文
化
科
学
と
一
般
化
文
化
科
学
の

区
分
、
さ
ら
に
は
歴
史
学
派
経
済
学
と
抽
象
派
経
済
学
の
併
存
と
い
っ
て
も
、
結
局

の
と
こ
ろ
は
、
価
値
視
点
と
歴
史
的
視
点
の
重
な
る
前
者
の
歴
史
学
派
分
野
が
科
学

分
類
の
線
分
上
の
先
端
部
分
を
占
め
、
一
般
化
文
化
科
学
、
す
な
わ
ち
狭
義
の
社
会

科
学
は
従
属
的
な
地
位
に
置
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
狭
義
の
社
会
科
学
は
、
一
般

化
方
法
を
容
認
さ
せ
る
こ
と
で
形
式
的
観
点
で
は
譲
歩
を
勝
ち
取
っ
た
と
し
て
も
、

歴
史
学
派
に
親
和
的
な
文
化
価
値
へ
の
関
心
を
自
ら
の
概
念
形
成
の
条
件
と
し
て
一

方
的
に
強
要
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
非
対
称
的
な
関
係
を
前
提

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

と
す
る
思
考
の
枠
組
み
に
お
い
て
の
み

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
歴
史
的
文
化
科
学
と
一
般
化
文
化
科
学
、

人
文
科
学
と
社
会
科
学
の
対
立
が
あ
か
ら
さ
ま
な
形
で
顕
在
化
し
な
い
だ
け
な
の
で

あ
る
。
さ
ら
に
リ
ッ
カ
ー
ト
は
、
歴
史
的
文
化
科
学
に
関
し
て
は
、
右
に
見
た
よ
う

に
論
理
的
に
は
破
綻
し
て
い
る
と
は
い
え
、
歴
史
的
な
個
性
化
方
法
と
文
化
価
値
と

い
う
認
識
内
容
と
を
一
応
は
内
的
で
密
接
な
連
関
に
あ
る
も
の
と
し
て
把
握
し
よ
う

と
す
る
の
に
対
し
、
一
般
化
文
化
科
学
に
関
し
て
は
一
般
化
方
法
と
文
化
価
値
と
の

間
に
互
い
に
外
的
で
疎
遠
な
関
係
し
か
想
定
し
て
い
な
い
。
リ
ッ
カ
ー
ト
が
ど
の
よ

う
に
弁
明
し
よ
う
と
、
一
般
化
文
化
科
学
に
は
あ
く
ま
で
も
〈
外
様
〉
の
地
位
し
か

与
え
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
リ
ッ
カ
ー
ト
の
科
学
論
に
あ
っ
て
は
、
デ
ィ
ル
タ
イ
の

精
神
科
学
概
念
で
は
一
応
は
存
在
し
た
「
文
化
、
、
シ
ス
テ
ム
の
諸
科
学
」
と
「
社
会
、
、
の

外
的
組
織
の
諸
科
学
」
の
バ
ラ
ン
ス
は
崩
れ
、〈
文
化
、
、
科
学
〉
が
〈
社
会
、
、
科
学
〉
を
事

実
上
、
併
呑
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
技
術
的
発
見
の
問
題
(Rickert, 1910: 21)

を
含
め
、
リ
ッ
カ
ー
ト
流
の
科
学
論
で
は
十
分
に
対
処
で
き
な
い
研
究
分
野
・
傾
向

を
す
べ
て
回
収
し
て
し
ま
う
〝
魔
法
の
中
間
地
帯
〞
と
い
う
意
味
で
は
、
一
般
化
文

化
科
学
概
念
が
担
う
論
戦
上
の
役
割
は
リ
ッ
カ
ー
ト
に
と
っ
て
け
っ
し
て
僅
少
な
も

の
で
は
な
い
と
も
言
え
る
。
 

   ウ
ェ
ー
バ
ー
は
、一
九
〇
七
年
五
月
十
八
日
付
リ
ッ
カ
ー
ト
宛
書
簡
の
な
か
で
リ

ッ
カ
ー
ト
の
分
類
図
式
に
沿
う
形
で
ジ
ン
メ
ル
の
学
問
を
「
一
般
化
文
化
、
、
科
学
と
い

う
意
味
で
の〈
心
理
学
〉」(W
eber, 1990: 310)と
特
徴
づ
け
て
い
る
。と
こ
ろ
が
、

ジ
ン
メ
ル
自
身
は
、『
自
然
科
学
的
概
念
形
成
の
限
界
』
第
二
巻
に
対
す
る
一
九
〇
二

年
二
月
十
七
日
付
リ
ッ
カ
ー
ト
宛
の
返
礼
書
簡
で
「
私
が
見
い
だ
し
た
と
考
え
て
い

ま
す
社
会
学
の
概
念
が
考
慮
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
し
た
」

(GSG
22: 409)と
漏
ら
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ジ
ン
メ
ル
は
自
分
の
形
式
社
会
学
が

一
般
化
文
化
科
学
の
範
疇
に
は
入
ら
ず
、
リ
ッ
カ
ー
ト
の
分
類
図
式
か
ら
は
零
れ
落

ち
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
連
し
て
や
は
り
注
目
さ
れ
る
の
が

『
社
会
学
』（
一
九
〇
八
年
）
の
な
か
の
一
節
で
あ
る
。「
時
間
を
超
え
て
妥
当
す
る

法
則
の
発
見
を
目
指
す
の
か
、
そ
れ
と
も
一
回
限
り
の
歴
史
上
の
実
際
の
過
程
の
叙

述
と
理
解
を
目
指
す
の
か
―
―
、
現
在
で
は
、
通
常
、
ど
の
学
問
も
こ
の
二
者
択
一
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の
前
に
立
た
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
学
問
の
実
際
で
は
無
数
の
媒
介
が
排

除
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
で
確
認
さ
れ
た
[形
式
社
会
学
の
]問
題
概
念
は
こ
う
し
た

選
択
の
不
可
避
性
と
は
は
じ
め
か
ら
無
関
係
で
あ
る
」
(GSG
11: 26)。
形
式
社
会
学

が
問
題
に
す
る
社
会
化
形
式
は
法
則
性
の
視
点
と
歴
史
的
発
展
の
視
点
の
両
方
か
ら

考
察
で
き
る
と
い
の
が
そ
の
理
由
で
あ
る
。
形
式
社
会
学
は
抽
象
学
派
と
歴
史
学
派

の
〈
総
合
〉
の
試
み
で
も
あ
る
の
だ
。
そ
れ
は
、
互
い
に
解
消
し
た
り
代
替
し
た
り

で
き
な
い
一
方
で
、
互
い
に
依
存
し
補
完
し
合
う
と
い
う
二
つ
の
観
点
の
〈
総
合
〉

で
あ
る
。
重
要
な
の
は
、
形
式
社
会
学
が
法
則
科
学
の
課
題
・
方
法
と
歴
史
科
学
の

課
題
・
方
法
の
両
面
を
兼
ね
備
え
て
お
り
、
そ
の
い
ず
れ
か
一
方
を
選
ぶ
二
者
択
一

の
対
象
に
は
な
ら
な
い
こ
と
、
し
た
が
っ
て
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
と
リ
ッ
カ
ー
ト
に

よ
る
科
学
的
認
識
の
区
分
法
に
は
根
本
的
に
限
界
が
あ
る
こ
と
を
、
ジ
ン
メ
ル
が
示

唆
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
リ
ッ
カ
ー
ト
の
区
分
法
に
お
い
て
も
、
社
会
学
に
つ
い
て

の
ジ
ン
メ
ル
の
了
解
は
文
化
科
学
内
部
に
お
け
る
個
性
化
＝
歴
史
的
分
野
と
一
般
化

分
野
と
の
境
界
線
を
溶
解
さ
せ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
 

 
最
後
に
言
及
に
値
す
る
の
が
、
先
ほ
ど
も
触
れ
た
ジ
ン
メ
ル
『
歴
史
哲
学
』
へ
の

ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
の
書
評
の
一
節
で
あ
る
。「
法
則
科
学
と
物
語
科
学
の
根
本
的
相

違
に
つ
い
て
の
一
般
的
な
論
述
は
鋭
く
深
い
。
そ
の
基
本
的
な
考
え
に
無
条
件
に
賛

成
す
る
。
わ
た
し
自
身
も
、
学
長
就
任
講
演
の
な
か
で
、
―
―
そ
の
と
き
は
ま
だ
ジ

ン
メ
ル
の
著
書
を
知
ら
ず
に
―
―
〈
法
則
定
立
的
〉
分
野
と
〈
個
性
記
述
的
〉
分
野

の
相
違
を
定
式
化
し
、
人
間
の
世
界
認
識
の
全
体
と
の
関
係
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
価
値

関
係
を
区
分
し
よ
う
と
試
み
た
」
(W
indelband, 1894b: 112)。
つ
ま
り
、『
歴
史

哲
学
』
は
こ
の
講
演
に
二
年
ほ
ど
先
だ
つ
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
法
則
科
学
と
歴
史
科

学
と
の
根
本
的
な
区
分
を
最
初
に
行
っ
た
の
は
ジ
ン
メ
ル
で
あ
る
こ
と
を
ヴ
ィ
ン
デ

ル
バ
ン
ト
自
身
が
事
実
上
、
認
め
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
精
神
（
文

化
）科
学
論
争
史
に
お
い
て
デ
ィ
ル
タ
イ
↓
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
↓
リ
ッ
カ
ー
ト（
↓

ウ
ェ
ー
バ
ー
）
の
間
に
ジ
ン
メ
ル
を
挟
ん
で
考
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

か
。
し
か
し
、
そ
う
な
る
と
、
ジ
ン
メ
ル
は
理
論
学
派
に
も
歴
史
学
派
に
も
独
特
の

距
離
を
保
ち
な
が
ら
両
派
の
〈
相
対
主
義
的
な
総
合
〉
を
主
張
し
、
ま
た
法
則
科
学

と
歴
史
科
学
の
両
面
を
具
え
た
社
会
科
学
の
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る

か
ら
、
精
神
（
文
化
）
科
学
論
争
史
は
従
来
よ
り
も
か
な
り
屈
折
し
錯
綜
し
た
軌
跡

を
描
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
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注 （
１
）
ド
イ
ツ
の
人
文
学

、
、
、
界
で
は
「
人
文
社
会
科
学
」
の
呼
称
よ
り
も
「
精
神
科
学
」、「
文
化

科
学
」
の
呼
称
が
選
好
さ
れ
る
。
一
時
期
、「
文
化
科
学
」
の
呼
び
方
が
優
勢
で
あ
っ
た
が
、

最
近
で
は
ま
た
「
精
神
科
学
」
が
頻
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
(Eckel, 2008; 

Pnteos/Rojek, 2016)。
本
稿
で
は
、
基
本
的
に
「
人
文
社
会
科
学
」
を
用
い
、
歴
史
的

文
脈
に
応
じ
て
「
精
神
科
学
」「
文
化
科
学
」
を
使
い
分
け
る
。
 

（
２
）
こ
の
「
書
評
」
は
、
ジ
ン
メ
ル
の
相
対
主
義
の
発
展
に
対
し
て
一
連
の
方
法
論
争
が
大

き
な
意
義
と
強
い
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
貴
重
で
あ
る
。
 

（
３
）
も
っ
と
も
、
メ
ン
ガ
ー
も
素
朴
な
実
在
論
的
写
像
主
義
を
抱
懐
し
て
い
る
(M
enger, 

1969: 106)。
 

（
４
）
た
だ
し
、
メ
ン
ガ
ー
自
身
も
、
経
済
活
動
が
法
の
影
響
と
と
も
に
倫
理
と
慣
習
の
影
響

を
つ
ね
に
受
け
る
こ
と
は
当
然
で
あ
り
、
経
験
的
・
現
実
主
義
的
理
論
に
お
い
て
経
済
に

対
す
る
慣
習
・
倫
理
の
影
響
を
十
分
に
顧
慮
す
る
こ
と
は
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
て
い
る

(M
enger, 1969: 289-)。
 

（
５
）
ジ
ン
メ
ル
は
す
で
に
シ
ュ
タ
イ
ン
タ
ー
ル
『
一
般
倫
理
学
』
へ
の
書
評
（
一
八
八
六
年
）

の
中
で
こ
の
対
概
念
に
取
り
組
ん
で
い
る
(GSG
1: 197-)。
 

（
６
）
本
節
全
般
と
の
関
連
で
、『
一
般
国
民
経
済
学
』
第
二
巻
の
送
呈
に
対
し
て
ジ
ン
メ
ル
が

シ
ュ
モ
ラ
ー
に
返
礼
を
し
た
一
九
〇
四
年
六
月
十
八
日
付
書
簡
(GSG
22: 491)が
興
味
深

い
が
、
そ
の
考
察
は
こ
こ
で
は
割
愛
す
る
。
 

（
７
）
法
則
概
念
の
二
類
型
の
峻
別
は
メ
ン
ガ
ー
が
先
蹤
を
な
す
(M
enger, 1969: 35-, 

38FN
, 104-, 238-, 259-)。
 

（
８
）『
文
化
科
学
と
自
然
科
学
』
の
初
版
と
他
の
版
と
の
異
同
、
同
書
と
『
自
然
科
学
概
念
形

成
の
限
界
』
と
の
異
同
、
と
り
わ
け
「
価
値
関
係
づ
け
」
に
伴
う
問
題
は
、
本
稿
（
下
）

第
五
節
で
価
値
判
断
論
争
に
関
連
づ
け
て
論
じ
る
。
大
林
1993: 14-参
照
。
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